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シベ ペリ ャ 合 地 の 南都 並 に 西 都 に is ける 下 er EG fe y TVROBA 
By N.A. Arkhangelskaya, et al. 
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東北 大 学 理学 部 岩石 鉱物 鉱床 学 教室 内 


日 本 岩石 久 物 鉱床 学会 


会 報 


会 員 動静 (SSE) 石原 産業 株 式 会 社 東京 支店 (東京 都 千 代田 区 大 手 町 2 の 2), 
小野 田 で セメント 株 式 会 社 (東京 都 千 代田 区 丸の内 1 の 1 鉄鋼 ビル ), Bie Aa 
幡 市 大 字 藤 田 535) , 原子 燃料 公社 (東京 都 陸 代田 区 平河 町 2 の 7), 鋼管 鉱業 株 式 会 社 
(東京 都 千 代田 区 丸の内 2 の 20, 郵船 ビル 内 ) 新 鉄 業 開発 株 式 会 社 (東京 都 中 央 区 銀座 
東 八 丁丁 目 19 の 10) 住友 金属 鉄山 株 式 会 社 鉄山 部 探査 課 (東京 都 港 区 芝 新 橋 5 の 12), 
石油 資源 開 発 株 式 会 社 総務 部 庶務 課 (東京 都 千 代田 区 大 手 町 1 の 4, 大 手 ビ ル ) 帝国 石油 
株 式 会 社 ( 東 京都 千代 田 区 平河 町 2 の 6), 同和 録 業 株 式 会 社 (東京 都 千 代田 区 丸の内 1 の 
1), 日 本 鉄 業 株 式 会 社 探査 部 (東京 都 港 区 赤坂 葵 町 3), 日 鉄 鉄 業 株 式 会 社 (東京 都 千代 
田 区 丸の内 2 の 2001), 理容 鉄 業 株 式 会 社 (東京 都 中 央 区 銀座 西 6 丁目 4 の 1), ME 
人 鉱業 株 式 会 社 (東京 都 千代 田 区 丸の内 1 の 4, 新 丸 ビ ル ), 三井 金属 鉄 業 株 式 会 社 (東京 
都 中 央 区 日 本 橋 圭 町 2 丁目 1 の 1), 三菱 金属 鉄 業 株 式 会 社 (東京 都 千 代田 区 大 手 町 1 の 6 ) 
(以上 50 音 順 ) 

(HAS) 江原 真 佐 (京都 市 上 京 区 寺町 通 鞍 馬 ロ 下 ル 東入 高徳 寺町 354), 伊藤 正裕 (名 
古屋 市 昭和 区 東部 通 3 の 27 ) , 都築 芳郎 (名 古屋 市 千種 区 不老 町 名 古屋 大 学 理学 部 地球 科 
2A) 

[転勤 及び 転居 ]〕 武井 徹 (東京 都 千 代田 区 幸 町 2 の 1 高千穂 ビル 内 東京 鉄鋼 株 式 会 社 ), 
RBA (東京 都 中 央 区 日 本 橋 過 町 2 の 1 三井 金属 鉄 業 株 式 会 社 ), 高沢 松 逸 (山形 県 東 置 
賜 郡 宮内 町 南沢 鉄山) 宇野 一 治 ( 仙 合 市 加 町 2 の 96 の 2), BABE (東京 都 柳 並 区 柿木 
町 105) 知内 順治 (長野 市 裾 花 小 学校 ), 林 案 一 (秋田 県 鹿角 郡 小坂 町 小坂 鉱業 所 探査 係 ) 

CE 1) 高良 義郎 

C2 2) 荒木 孝治 , AFIS, REPRE, MERE, 漢 田 寛 二 , 熊谷 善夫 


Fatsii nijnekembriiskikh otlojenii yujnoi i zapadnoi okrain Sibiriskoi 
platformi. By Arkhangelskaya, N.A. Grigorief, W.N. and Zelenof. K.K. 
(シベ リマ 人 台地 の 南部 並 に 西部 に 於 る 下部 カン ブリ アン 系 の 岩 相 ). 本 書 は 東 は ャ クー 
ッ ク よ り 西 は クラ ス ノ ャ ルス ク に 至る 東西 2500 km. 南北 500~1,000km に 及ぶ シベ 
リマ 台地 の 西部 並 に 南部 一 帯 に 発達 する 下部 カン ブリ ア 系 の 岩 相 を 時 代 別 , 地域 絢 に 説明 
UPR, 各 岩 相 に 就 て 化学 分 析 , REREAD AT, 交 線 分 析 を 施し た 結果 か ら 堆 生 環 境 を 各 時 代 
毎 に 推論 し た 。 即 も 岩石 中 の 苦 灰 石 の 含量 か ら 堆積 謀 境 を 高 塩 性 , 進 高 塩 性 , 近 常 塩 性 , 
常 塩 性 の 4 HCA OP. 地域 は 広大 で ある が カン ブリ ア 系 堆積 後 地 占 変 動 を 受け ず に 殆ど 
水平 に 近い 状態 に 保存 され て 来 た 岩 相 の 如何 な る も の で ある か を 知る に は 好 個 の 盗 料 で あ 
り , 叉 ソビエト に 於 る 組織 的 な 岩 相 研 究 の 様子 が よく うか ゞ われ る 。 第 1 章 下部 カン ブ 
リア 系 の 代表 的 地質 断面 と 地層 の 対比 。 第 2 章 地層 の 基本 型式 と その 赴 出 。 (1) RB 
岩石 類 (2) beth (3) (BUSS) (4) 陳 成 砕 骨 岩 類 (5) 有機 物 及 湊 青 質 物 第 3 剤 
下部 カン プリ マヤ 系 の 岩 相 並 に その 発達 史 (1) 岩 相 区 分 上 の 原理 (2) 地層 の 発達 史 と 
堆積 物 の 特殊 性 。 (本文 190 A, 図版 30 Ho Akademia Nauk, Moskwa, 1960 年 発 
47, 1.55 留 ) (+) 
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Petrological studies of the Cenozoic basaltic rocks from 
the western San-in district (III) 
— Basaltic rocks from the Otsu district, Yamaguchi Pref. — 
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Abstract: From geological relation and petrographic characters 
the Cenozoic basaltic rocks of the Otsu district are classified into the 
following three rock series ; (1) andesites of the tholeiitic rock series, (2) 
basalts, quartz dolerites and rhyolites of the calc-alkali rock series, both 
in Neogene, and (3) trachybasalts of the alkali rock series in Pleistocene. 
Six samples of the former two series and two of the later are chemically 
analysed. Petrographic characters of the tholeiitic rock series and trachy- 
basalts in this district closely resemble to that of the Ké-yama andesite 
and the basal lavas of alkali rocks in the Abu district. Existence of pheno- 
crystic pigeonite in Tsuo andesites is also very noticeable fact. 


1. 緒 f=} 

大 津 地区 と は 山口 県 北西 部 , 青海 島 よ り 角島 に 至る 新生 代 玄 武 岩 類 の 分 布地 域 を いう 。 
この 地区 に 関す る 地質 図 と し て , 1/205 SBM, WORE? 及び 山口 県 地質 図 3) ys 
ぁ る 。 叉 , この 地区 の 第 三 紀 層 に 関す る 研究 は か な りあ る が , 玄武 岩 類 に つい て は , 
大 津 郡 の 玄武 岩 に 関す る 小倉 の 記載 が ある の み で ある 。 

P 2 地 質 BR 

COMER ORAVKIU AHO RBIS 中 生 層 及び これ に 伴う 火成岩 類 と 第 三 紀 層 と で あ 
る 。 中 生 層 は 下関 重層 群 及び 八幡 層 で , 青海 島 の 大 部 分 , 古市 北方 か ら 津 黄海 早 に 及ぶ ぷ 
地域 , SE, 島 戸 浦 附近 , 角島 な ど に 露出 する 。 こ れ に 伴 つ て , ARE, ARMS, 角 " 


* 福岡 学芸 大 学 福岡 分 校 

1) Beta, 20 万 分 之 1 地質 図 角島 並 同 説明 書 , 地 調 , 1903. 

2) 鈴木 敏 , 20 万 分 之 1 地質 図 山口 並 同 説明 書 , 地 調 , 1906. 

3) UA 県 , 20 万 分 之 1 山口 県 地質 図 並 同 説明 書 , 1954. 

4) 和田 健 , 今村 外 治 , RA F, 地質 ( 演 ) 57, 306, 1951; 岡本 和夫 , 西 日 
本 支部 会 報 , 23, 1959. 

5) 小倉 勉 , 地学 雑 , 31, 238~245, 1919. 
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FUER D SD, 花 向 岩 類 は 直接 この 地区 の 基盤 を 形成 し て いな い 。 これ ら を 覆 つ て , 第 
三 紀 層 が 黄 波 戸 よ り 洒 谷 湾 周縁 の 低地 , 島 戸 浦 及 角 島 に か な り 広 く 発 達し , 古市 北方 で は 
標高 260m 施 第 三 紀 層 の 赴 出 が ある 。 こ の 第 三 紀 層 は 芦屋 層 群 (Laws) と 油谷 湾 


新 


eee (中 部 


brit) と に 分 けら れる 
生 代 火 山 岩 類 は 第 三 紀 に 属す る 云 武 岩 及 び 安 山 岩 類 と , 第 四 紀 の アル カリ 玄武 岩 類 と 


の ⑦ の 二 っ に 分 けら れる 。 MBE, BH, 角島 尾山 に 辛 と し て 分 布 す る 。 SUD DOI 
FRREEEREBAICBBW, 且つ 芦屋 層 群 に 不 整 合 に 被 導 され る 層 厚 約 50m OF Bit 
で ある 。 津 黄 附近 の も の は , その 東方 海 岩 で 八幡 層 を 不 整 合 に お お い 仁 大 以下 の 古 期 岩 


MLSE ARES SKB ( 


XM 20m ) FORMA 2 LB 2 流 が 


Adbn4.tORKRE DA, 頁岩 の 薄 層 が 介在 し , 全 層 厚 は 10m に 及ぶ と 推定 さ 
れる 。 こ れ は 津 昔 


これ と 断 


TRC, 第 三 紀 層 と 断層 (N 30 w) CH 


lL 


HOZORRCS 


層 で 接する る の と 推定 され る の で , 第 三 紀 層 と の 前 後 関係 は こ ゝ で は 現在 不明 


CHSo COVMEMIZHESE CH 10m 市 の 略 海岸 線 に 沿う 酸性 岩 脈 に きら れる 。 こ 
れ ら を お お つて , 更に 暗 緑 色 統 密 岩 が ある が , これ は 東方 に 伸び て 黄 波 戸 戸 に 達し , こ 
> で は 中 生 層 及び 芦屋 層 群 を 被覆 する 。 角島 尾山 の も の は 中 生 層 を お お つて , 厚 さ 約 5m 
の 集 塊 岩 を 伴う 峰 岩 流 で , 厚 さ 約 20m。 下部 は 粗 粒 で ある が , ESb CAMA TREO HA 


ELO TEAMS So MMA 2 E Ch lm の 岩 脈 に 閉 


DPRB CHAS 


FASH CWS. O> CORE 


Recs CHL Cw So ZN b ON, KBaEMAR USANA 
Yee DERUCORMEO BIR (市 10m), 綾 湖 海 早 に 巾 6~10m, N30~5°W に 断 


続 し て 露出 する 小岩 脈 が ある 。 これ ら の 徹三 紀 玄 武 岩 及び 安山岩 類 の 活動 の 時 期 は 尚 検 


討 を 要する が , 今 過 玄武 岩 は 明らか に この 地域 の 筑 三 系 堆積 以前 の も の で あり , 阿武 地区 


の 上 


PACE ME 72 FEB 


火山 岩 類 1 


BP) (F。) に 対 
も の で あろ うと 考え て いる 。 Ls NRROBMMEOD AIRE CHRD OCH So 


アル カリ 玄武 岩 類 は 主として 第 三 紀 層 を お お つて 広く 分 布 す る 。 古市 北方 千畳敷 , 雨 


と 略 同 時 期 と 考え られ る 。 津 黄 及び 尾山 の 安山岩 は 前 期 の 如く 野外 観 


時 期 を 決め か ね て いる 。 岩 夏 学 的 性 質 か ら 一 雇 島 根 県 西部 の 波多 火山 
Sh, MRM OB WMI RORS VABROVRES FOU 


名 岳 で は 標高 略 260m 以上 の 山頂 部 に 約 50m の 厚 さ に 流出 分 布 し , その 一 部 は 南方 に 
OO SMEPUL TC, Ab, (AIRE CREEL TD ISZ. RM, RRORGRIEF LT, 


一 部 で は 第 三 紀 


Banekh 72 YAY-REBTSLIARHSO 


CN EY BAO 


CISA LL, 向 津 具 油 谷 島 , 島 戸 浦 及び , fA CIXITRRCKC, 第 三 紀 層 を 不 整 合 に お 
BOCEHL, & 
の 上 に 小 規 模 に 分 布 す る 。 LNEOKRAMES ( LOOMOMAUE (BRE, WER 


etx 30~100m に 及ぶ と 推定 され る 。 HESBRUARACLHAB 


Uitte (3~10m) を 介在 し , 岩 相 も や ゝ 異 る か ら 三 種 に 分 ける こと が で きる 。 即ち, 最 


下 の も の は 黒色 統 蜜 , それ より 上 部 の も の は いづ れる も 暗 線 色 ~ 暑 灰 
る 。 前 者 は 角島 , 島 戸 浦 , 油谷 島 及 び 向 津 具 下部 の も の で , 後者 は 油谷 島 及 び 向 津 
部 と それ 以外 の 震 
ARID NIE 


5 分 に 分 布 す る も の で ある 。 これ ら の TVA) ERA RE 


1) 
2) 
3) 


岡本 和夫 


色 , 細 ~ 粗 粒 を 量 す 


ah 


© lie 


ag 
Cy 


ARE EGE A, ARIS 7 EAR AE で 第 三 紀 層 を 不 整 合 に 覆っ て, Hm 
, BIE, 1959. 


Mukae, M., Jour. Sci. Hiroshima Univ. Ser. C, 2, No. 2, 129~172, 1958. 


野島 Be 


, 泌 大 研 報 , 1, 14~38, 1941. 
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DRERURRAKAERALNH, これ ら の 上 に アル カリ 云 武 岩 が 不 整 合 に の っ て い 
る 。 こ の 様 な 洪 積 層 は 前 述 の 如く , 更に 上 部 の アル カリ 去 武 岩 話 岩 流 中 に る 介在 し て お 
り , 阿武 地区 及び 福岡 地区 とり 異 つ た 活動 様式 を 示し て いる 。 
角島 必 山 丘 聴 部 に アル カリ 玄武 岩 を お お つて , BSH 38m の 春 層 が ある 。 含有 され る 
ERLE 80cm LLP ORART V7) ERBOMCBAUPOURES BERUPER 
の 岩石 及び 石英 を 多量 に 含み , BRAID, L8ICWEEIMETS. LOM BRA 
地区 の 外 の 部 分 で は 見 出さ れず , 角島 の 地殻 運動 の 解 恋 上 注目 すべ き 事 実 で ある 。 

この 地区 に は , NW-SE 及び E-W 方 向 の 断層 の 発達 が 著しい が , その 大 部 分 は 
アル カリ 玄武 岩 類 述 出 以前 の も の で ある 。 第 1 図 に 大 津 地 区 新生 代 火 山 岩 類 の 分 布 を 基 
RR 


BIN 大 津 地区 新生 代 火 山 岩 類 の 分 布 図 
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3. KUEBORESHECH 

REMEMBER & HOM OD FROM. DHMANSo 
(1) ツレ アイ ィ 「 質 岩 系 

i) MHA 

ii) SRA Yt v 
iii) eR AAAS 
iv) MARL 
(2) カル ク ・ ア ルカ リ 岩 系 

i) HAMA RAMEE LRA 

li) BRM A RS 

iii) HeSUS 

1) 応 地 善雄 , Gk, 44, 129~141,1960; MEE, 26k, 43,167~171, 1959. 
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ey Ge y =1.669 eae 
= X 三 淡 黄 福 色 
Y= 
LTS 
QV y= 88°~ 92° 
CA Z=22° 
普通 輝石 : 
ha eae ml. 704 ware 
== = aera 
EUAY HG FERRO 
Teds tA IT TA 
普通 輝石 磁 鉄 鉱 
ee ae nd チタ ン 鉄 鉱 
PEG 
石英 
普通 輝石 磁 鉄 鉱 
B=1.692~1.695 Fy Bok 
is 2Vy=53°~50° = EDC 
75 SEG EMG 
a=—1.682 y—1.698 
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aA 
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DE ste a w xs 鉄鉱 
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BV 4 =68°~61° BR 
Lov 
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Gk GK 
Z = Vitae FI VFB 
= = X= | PG 
2Vy =70°~66° 英 
CAZ=19°~22° 
FI VIRG 磁 鉄 鉱 
2Va =86°~82° | B=1.696~1.703 チタ ン 鉄 鉱 
2Vy¥=53°~46° — VARIA 
Fa 21~28 
頁岩 
チタ ン 磁 鉄 鉱 
2Va=86°~82° Soe im チタ ン 鉄 鉱 
ta 53°-~ 46° ae EDC 
Fa 21~30 wae Bs: 
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(3) FAR) BR 

i) SOSA 
2nbO45% (1) 及び (2) は 第 倒 紀 に 属し , BELL CHORKRT Sc INb 
の うち で 主要 な る も の ・* 構成 鉱物 と その 光学 的 性 質 は 第 1 RCA Ko 以下 各 岩 型 に つ 
いて 略 述 する 。 

(1) ソレ アイ ト 質 洪 系 

i) MUP GRUE: 津 黄 よ り 黄 波戸 所 に か け て 分 布 す る る も ので, Hl CHAARAL 
大 き さ 2mm 以下 の 自 形 ~ 半 自 形 * すべ て 褒 片 放 品 を な し 昧 帯 和 構造 を 呈 する 。 Mie Als 
Se, 大 き さ 0.5mm 以下 で , 42 RERCHIEL, 単 斜 煙 石 と 磁 鉄 鉄 と の 反応 縁 を 残す の 
み で ある 。 BRUNA, 普通 尋 石 (その 外縁 は で ジオ ン 交 石 に 移 化す る ) 及び 磁 鉄 鉄 
FIVREK, RG, TI -V7V-AbbRD, ZOMP> SEORNAL ERA 
SL, 2H SOON DA MAMOMIR EBD CS. NERA ODd) OVS 
NS 

li) GRRE YTV ER REL : 津 黄海 考 に 産 す る も の で , RAR 
To 鏡 下 で , PERRIER, ERMOOD CIA MAMA, MeO E WL 
岩 に 移 化 せる も の が ある 。 MEPAEKE & 0.3mm 以下 , 前 記 実 山 岩 に 於 ける と 同様 の 
PERE EDA. UU ty IRL RARILAS & 0.3mm, いづ れる 極め て 稀 で ある 。 石 
KEEN T SRM AALS L MAR CHAR, 多量 の 福 色 ガラ ス を 含み , FARIRe 
有 し な い 。 角島 尾山 の 中 生 層 に 直接 の る も の は 変質 いち じ る し く , 決定 困難 で あぁ る が BR 
られ に 司る る の で あろ 5 

il) Gea Bees : EEL ONE, NW-SE 方 向 に 約 2.5km 
に わた つて 断続 する 小岩 脈 で ある が , 三次 的 変質 が いち じ る し い 。 SEF CHEARAIL 
大 きき さ 1.5mm 以下 の 自 形 ~ 半 自 形 * アル バイ ト , カー ルス バッ ト 及 び ペ リク リン 双 品 , 
と き に バ ベ ノ 双 卓 , SHEL, BoRpehe ato 変質 し て 絹 圭 母 化す る 。 Hea 
Rats AS & Imm 以下 の 長 柱状 , 多 色 性 (X= YE, Z=— VRE) を し めし , 2V。 
=74°~65°, Fs23~31,r>v を 量 す る 。 WEMRAX SX 0.6mm 以下 の 柱状 , 2Vy 
三 50?~43? を 示す 。 こ れ ら は いづ れる も 緑 泥 石化 し , 杏 に 方 解 石 に 交代 され る 。 他 に 磁 鉄 
ROME b So 石 基 は 完 品 質 粗 粒 , 信長 石 , 普通 煙 石 の 外 に アノ ー ソ クレ ー ス , 磁 鉄 
Gh FYB PKA, 黒雲 母 及 び 石 英 か ら な る 。 MIRE OSNRA UL v FV YRAICE 
化す る も の が 認め られ る 。 
iv) VAAL: 角島 尾山 に 産 す る も の で ある 。 鏡 下 で 竹 品 谷 長 石 は 最も 多量 で 大 
き さ 1.2mm WPTORW, SCRAMBLE AT MEG Tbe, BERET 
る 。 AANLHAD CHS SECA, PPE O SNC BIRR & L CREEK, FY GROK, BE 
KA, EEIRGK kK 2 Bo WRITS ACRE AIEL THB o 

(2) ALO: PLAYER 

1) SPE : SUNCRIT ZOOCH So ERICH, BEAST 
RAUAS & L.dmm WFORB 4A FUN}, D—VAxY PRURITY 
VRE BS So MAIS RE LD, 大 き さ 0.8mm 以下 , c HOUT MIRE 
呈す る こと 多く , 集 班 品 を も 形成 する 。 叉 ; MAA RURKLORINGEEL, We 
BAER 56414 0 MUMIA & 0.2mm 以下 で ある が , と き に 1.2mm is 


達し , 


3A Sin i 


ie > FG tp Sh me 3G 7 


SRE, WHEE ET Zo HMA 0.3mm の 柱状 ) まれ に 1.5mm に 達し , 
概 枢 石 と 連 品 する も の が ある 。 多 色 性 を 殆ど 認め な い 。 BHR MUO, 
HA, HP OSHCRERE, FIV RK, BIKE, 少量 の アノ ー ソ クレ ー ス 及び 寺 
酸 鉱 物 よ り 構成 され る 。 

li) ARMA KBRS | NR RURDEEO ABI CHEER SET CREDA BIKA 
きき 2.5mm 以下 , TXCRAMGERL, BeHEt BTS. WRAL He 
夫々 1.5~1.2mm 以下 で 少量 。 石 基 は す オフィ Fo TREERAT, SE HA, 
SARE DINZ BURA SKM & LC 磁 鉄 鉄 , チタ ン 鉄 鉄 , UK, BE アル カリ 長石 か 
ら な る 。 HMMA RUM AILRVERIEL, し ば し ば 方 解 石 に 交代 され る 。 石 基 間隙 
“WARE, 石英 及び アル カリ 長石 の 微 ペ グマ タイ 構造 が 認め られ る 。 

lil) Pests: HRM BTEONAIR CHK Bo HEP CHANRAILAS XH 1.2mm 
の 自 形 。 懲 斑 唱 と し て 磁 鉄 鉄 が ある 。 石 若 は 完 品 質 , 和 斜 長 石 , アル カリ 長石 , 石英 , D 
量 の ペー ガサ イト 様 角 関 石 , BEG, チタ ン 鉄 鉄 及び 火 灰 石 か ら な る 。 一 次 的 の 石英 細 
脈 に 頁 か れる 。 

(3) アル カリ 央 系 

i) MRGAMKRS: この 地区 の アル カリ 過 系 は すべ て , COMIC SZ. APR 
C, PEM AlsAX & 0.6mm 以下 , 自 形 及 び 不 規則 形状 を 示し , 僅か に 蛇 統 石化 が 
認め られ る 。 ARALHCh4S. 石 基 は 完 品 質 , 粗 面 岩 構造 を 呈し , AR. BEES, 
チタ ン 交 石 及び アノ ー ソ クレ ー ス , AV ERADINCBRAS IVER, BAS, BIKA 
及び まれ に 沸 石 か ら な る 。 BRYCE lem DIORMAMMES (to 又 石 英 捕 獲 
結晶 を 同化 し た と 考え られ る 療 跡 を し めす る も の が あり , RE CH=ANMDMALHEL T 
いる が , 両者 は 殆ど 変化 し て いな い 。 


4. GRR sia 


本 地区 の 玄武 岩 類 の 主 な る も の >* 化学 組成 は 第 2 表 に 示し た 。 第 三 紀 の も の は 変質 を 
うけ て いる が, 比較 的 新鮮 な も の を 選ん だ 。 この 表 に よれ ば , 本 地区 の ソレ アイ ィ イト 質 岩 
類 3 個 は SiO。53~6096 を 示し , 色 指 炒 は 夫々 20, 24, 及び 7 で ぁ る 。 酸 化物 に つ 
いて は 例え ぽ , 伊豆 箱根 地域 ビジ オン 交 石 質 岩 系 安山岩 平均 値 が に 比べ て , ALO, RU 
Na.O が 著しく 高く ) MgO, CaO, 及び Fe,O,+ FeO が 明らか に 低い 値 を 示し て い 
So 尾山 の も の は MgO が 極め て 少 い が , これ は 石 基 輝 石 が 殆ど 完全 に 緑 泥 石 化し て い 
る た めで ある 。 叉 , 津 黄 の も の は 高山 岬 容 山 岩 *′ と は Feg0,+FeO, MgO, アル カリ の 
割合 は 略 類 似 し た 組成 を し めす 。 

DVI + FUAYV ERB 3 個 の うち , FUPKRAI SiO, 50% CG, tHE 38 CH 
る 。 酸 化物 と し て , MgO が 多く , Fe,O,+ FeO RU K,0 が 少 い 傾向 に ある 。 Bl 
の 所 調 右 英 支 武 岩 を 除く 同じ IVd 型 の も の に 比較 し て , 本 岩 は SiO。 MBLC HS, 
AL。0。, MgO 及び CaO が 多い 。 石英 粗 粒 玄 武 岩 と 流 紋 岩 は SiO, 519% と 709%6 を 示し >, 
色 指 数 は 夫々 28 と 4 で あぁ る 。 こ れ ら は 買 入 の 場所 は 異 つ て いる が が, この 地区 の 第 三 紀 
の 拓 成 活動 末期 を し めす 小岩 脈 で あり , 766 MORENO HRT SLOLHE ANS. 


1) ABA, 火山 及び 火山 岩 , 岩波 書店 , 1954. 
2) 応 地 善雄 , ATHY, 1960. 
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Ble 大 津 地区 火山 岩 類 の 化学 組成 


Nos. (iia | 2 3 4 5 6 7 8 
IIc Ye IIc Yd yd [lb lb 
SiO, 838 S370 60.41 49.97 51.29 FO... 46.27 50.21 
TiO, 1 39 DUS 1.19 1208 0.63 0.57 2.42 152 
AOS 18.02 17.67 17.45 | 17.01 18.62 14.54 | 16.12 17.42 
Fe,O3 4.16 Dy Si 4.37 ALT 3.91 2.96 3.68 3.18 
FeO 5.57 6.11 3.20 5.05 4.49 0.40 7.44 5.55 
MnO 0.16 0.22 0.09 0.16 0.10 0.08 Orie 0.12 
MgO Sens 3.18 0.70 A 4.98 0.12 8.01 6.57 
CaO Zed open it | 4.41 9.75 10.93 2.02 9.29 9.39 
Na,O Srp 88S9 3.89 2.89 1.78 4.30 2 47 89 
K,O {.03 0.66 1.56 0.39 0.49 2.56 oie 1.65 
P.O; 0.47 0.47 0.19 0.14 0.05 0.17 ORT 0.38 
H,0+ { 08 1.51 1.44 0.91 ion. Be? 1.38 1.04 0.47 
H,O— 0.90 TAZA 1. 25 0.52 2.02 0.78 0.95 0.52 
CO; 0.16 
Total 99.88 99.98 100.15 99.62 100.57 100.19 |100.05 100.33 
Nos. は 第 1 表 に 対応 する 。 
SRG EAGER EERO IMEICOW Clk 先 に 佐賀 県 加 部 島 の も の が RE” 


され て いる 。 如 部 島 の 石英 粗 炒 支 武 岩 に 比べ て , 本 地区 の それ は Al,O, と CaO BAR 
02, Fe,03;+FeO & K,0 Bbw. グラ ノノ ファ イマ ー に 比較 する と AH OPK 
岩 は Fe,03+FeO と CaO が 極め て 少く , Na,O+K,0 が と くに 多い 。 こ れ ら を 一 連 の 
分 化 と な る な ら ば , 本 地区 の も る の は Fe,O,+ FeO 及び K。O Bee, 且つ 夫々 が より 
早期 及び より 晩期 の も の を 示す と みて よい 。 本 地区 で も , この 岩 脈 の 貫入 以前 に アル カ 
リ 岩 類 の 活動 は 認め らち ら れず, ソレ アイ ト 質 岩 系 及び カル ク ・ ア ルカ リ 同 系 の 活動 は 行わ 
れ て いる 。 従 つ て , これ ら の 岩 脈 は ソレ アイ ト 質 マグ マ が 花 賠 岩 質 岩石 の 同化 に よ つ て 
生じ た マグ マ か ら 准 かれ た も の で ある と 考え られ る が , 本 源 マ グマ を 示す も の は 本 地区 
で は 現 出 し て いな い 。 

Kia, TVA) ROME KBE 2 (MX SiO, が 46% と 50% CHD, KBOB 
の は 酸化 物 と し て MgO, K,0 ebtro 2NISAt AMAL © > SRO WIARAK 
由来 する た めで ある 。 し か し , KWROT AH) BOM AIH ee L eM 
武 地 区 の も の に 類似 し , 同一 の 分 化 経 路 を 辿る も の で ある 。 一 方 , 本 岩 は 北九州 東部 ( 福 
岡 地区 )3 の も の に 比較 し て , Fe。05+FeO が 極め て 少く , MgO が や ゃ ゝ 多い 傾向 に あ 
る 。 又 こ れ ら 隣接 する 地区 に 対し て , 本 地区 の アル カリ 岩 類 の 分 布 は 可 成 り 広 範 に わた 
る 。 それ に る も 拘ら ちず, いづ れる も IIb 型 に か た ぎら れ て いる こと も 一 つの 特徴 で ある 。 


本 稿 を 終る に あたり , 御 指導 を 賜 つ た 東北 大 学 岩 鉄 教室 河野 義 礼 教授 FLEE BENE, 
BAM MOS, 及び 教養 部 八木 健三 教授 に 深謝 する 。 叉 , 本 地区 の 野外 調査 に 御 協 力 を 
えた 広島 大 学 岡 本 和夫 氏 , 愛媛 大 学 石橋 浴 助 手 と 本 学 々 生 鬼 隊 哲 彦 君 に 謝意 を 表す る 。 


1) AREAL, Gk, 44, 47~53, 1960. 
2) JUshaeHE, 前 出 , 1960. 
3) 応 地 善雄 , 岩 鉱 総会 講演 . 1960. 
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Phenocrystic pigeonite from Senganmori, Iino-machi, 
Fukushima Prefecture 


八 & 隆 — (Ryuichi Yashima)* 


Abstract: In Senganmori, southeast of Fukushima City, is found 
volcanic neck which was intruded into the basement consisting of granites, 
during the period of sedimentation of the Rydzen formation (middle 
Miocene). Lithologically these volcanic rocks are defined as compact 
andesitic basalts having scarce phenocrysts. The phenocrysts are diopside, 
rhombic pyroxene, pigeonite, bytownite, and olivine replaced by chlorite. 
The groundmass consists of pigeonite, augite, bytownite to labradorite, and 
brown glass. The mode of occurrence of pigeonite phenocrysts shows the 
following four types: (I) occurring as single crystals, (2) forming rims 
around diopside phenocrysts and intergrowing with the latter, (3) inverted 
from rhombic pyroxene and (4) surrounding augite and in the intergrowth 
relation with the latter. The chemical composition of pyroxenes, obtained 
through measurements of their optical properties, are plotted in Fig. 5. 
It is understood from the figure that the crystallization course of augite 
from Senganmori roughly coincides with that of augite in the Skaergaard 
intrusion and that theaugite crystallized out in the stage generally 


corresponding to pigeonite. 


ly sw oes 


福島 市 東南 方 , 伊達 郡 飯野 町 青木 村 に , FARE Lenses 462.5m の ドー ム 状 の 
山 が ある 。 この 山体 は , PHP LBZ ONSB LOHR, BRO MAe 
BC CXEKNPRCHOCT CHKBZENSRME YAY MAIOM Td, BAD 
産 状 と 共に , 予報 的 に 報告 し て お いた リ 

PERU VAY MBSE KUBMS, 最近 相 つ いで 発見 され 品 出 経路 に つい て も いろ 
いろ 検討 され て は いる が , 火山 岩 全 体 か ら 見 れ ば 依然 と し て 稀 な 存在 で ある 。 以下 , 筆者 
i, FRRBOMEC YTV MAL, これ を 含む 岩石 の 記載 を の べた いと 思う 。 

末 論 の 御 和 検討 を いた だ いな た 福島 大 学 三 本 杉 己 代 治 教授 , 東北 大 学 八木 健三 教授 ・ 生 尋 
慶 司 氏 に 厚く お 礼 を 申 上 げ る 。 


Pay ist 質 


COPA, BMAODORRED EDD CHERAB ATC, BHO AMICIL 流 理 構造 


* BEKELE 
1) 八島 隆一 , 福島 大 学 理科 報告 ) 7, 1~5, 1958. 


But 
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が 発達 し , FORE HCRRERT Efe. BARMELUANOLAHAN 
eae 1 ICR Lio これ ら 造 岩 鉄 物 の ほか に , TERME bBASH, LU < MRE 
うけ て いる 捕獲 結晶 を 部 分 的 に 令 ん で いる s 
1 造 岩 鉱物 の 光学 的 性 質 
BE a Ai Ze 


RE 1.2-0.5mm, 自 形 で 完全 に 緑 泥 石 に 変 
st 9 ql 損し て いる 。 中 に は ビジ オン 輝石 の 石 其 が 外 殻 に 
Bh ie 「 牙 し て 

反応 


いる も の や , BGK ELEY 4 v HAD 
REOKDCWSADOM ある ある 


SE 2 一 0.5mm, 自 形 ~ 半 自 
AHA) X=, Z 三 淡 緑 色 , (—)2 
a) Enz, Fsgg, p>v 


RE 2.2— 0.3mm, 自 形 ~ 半 自 形 , 稀 に (100) | Mako weRRe t LT 
面 上 の 双 卓 が 発達 , 一 般 に 細 い 黒 帯 構造 が ある 。 | 産 す る も の が 多い 。 
re REAGAN —36° 
FUE) 8==1.689 一 1.685 (平均 1.687), WogsEngsFsy9, |( 平 均 429), c \Z=42°-38° 


pou eee ONL 
WossEn,sFss4 
で と ジ ォ ン | BE 25- 0.5mm で , 自 形 > 半 自 形 , X= | (+) 2V= 0° 
me ® & Z= Yee, (+) 2V= 0°, cAZ=42° | B=1.701 
: —37°, B2=1.700, Wo Eng Fs4o Woy, Eng.Fs41 


RE 3— 0.2mm で , MMC EMORAH 柱状 ~ 長 柱状 自 形 で , 
造 発 達 )。 アルバ イト 式 双 上 品 , カー ルス バッ ド 式 双 | An73 -68 
上 品 ま た は ペリ クリ ン 式 双 品 を 示し , An85—70 


PoE KOD AIB~AF AI & ARS BERR aE wD 5 fe EEA it BOR SET 


れる な し て 間 填 状 で 産 す る 。 
を の th OBR, HK. MEH LUM | | その 他 自 形 > 半 自 形 の 磁 
で 置換 され た 黒雲 仁 な ど が ある GH, METZ, 二 次 
的 伝 物 と し て 緑 池 石 な ど 


Ya 
mM 


oy 


第 1 hOMAWAOLAAALARIS Hess) の 図表 か ら , LEAR AB 
の 図 か ら 求 め た 。 


3. 斑 晶 ピ ジ オ ン 煙 石 の 産 状 


TRREOMEME YAY RAIL, 産 状 か ら , つぎ の 4 つの 型 に 分 ける こと が で きる 。 
(a) 単独 で 存在 する も の ; これ に , は や や 丸 味 を も つた も の (第 1 図 A) と , BER 
pea (RE 0.8—-0.3mm) の 柱状 お よび 長 柱 状 自 形 を な し (AB), 中 に は 集 瑞 品 
を つく つて いる も の と が ある 。 後者 は , 岩 体 中 部 分 的 に 含ま れる に 過ぎ な い 。 いずれ に 
LCS, 両者 の 産出 量 は ご く 少 量 で ある 。 

b) ビジ ォ ン 畑 石 が 普通 放 石 を 包ん で いる る もの; 両者 は 平行 連 品 の 関係 に ある 。 こ れ に 
は , ビジ オン 記 石 が 普通 煙 岩 の 内 部 に 不 規 則 な 形 で 深く 喰い 込ん で いる も の (第 2 図 B), 


1) Hess, H. H., Am. Miner., 34, 621~647, 1949, 
2) Kuno, H., Am. Miner., 39, 30~46, 1954, 


ih. 9 25G aee A 11 


SIL VAY BA PCR AR RAI 第 1 図 Babe Ya VRE 
に の こっ て いる で の も ある また を そ ビ ジオ ン 
煙 石 が 普通 輝石 の 外 殻 に 厚く , また は 薄く , 
rim を つく り ( 同 図 A), か つ , (100) Ems 
旧 を つや っ て いる る も の が ある 。 こ の ほか に , 
右 基 の ビジ オン 交 石 が 普通 煙 石 の 周囲 た 付着 
し て いる も の も あぁ ある が , いずれ の 例 に お いて 
も , MAORAILAE CHO CHET ZOD 
は な い 。 し か し , BCH eV 
ン 交 石 が 包ん で いる 現象 が 見 られ る わけ で は 
な く , MB ORAL YTV HREOC O05 

ee ee ea Sou, ee ee 
治っ つて 柄 人 触 た に よる 小さ い 容 際 が 生じ て いる 。 黒色 部 : BORG, 数 字 は ees (普通 
以上 に の べた tim SKI SEV AYA wit, ARA-, 以下 同じ ) 
は , 他 の 例 に 較べ て 量 的 に 上 少 い 。 

c) 八方 将 石 より 転移 し た ビジ 第 2 図 VM at Loe rvyvay ea 

A hey; attels, EV AYE A 3 

HE DS Se haa Ts ED Jali a 5 Te 
BL, PREKCEACADRAD 
relic を 残し て いる に 過ぎ な いる も 
の が ぁ ある (第 3 図 A) 。 さら に , 集 
bina eT SAHARA ABE 
VAVIER DO RGR C BRS 
て , 前 者 の 外形 を 止め て いる も の 
も ある (第 3 図 C) 。 ま た , UVF 
ン 交 石 が 明瞭 な し か も 直線 的 な 境 605m 
FC SAAD WRE 包み Reh : A, Aim: ビジ オン 輝石 , 
(ARB), 両者 の 境界 に 塵 状 誠 雑 。 「 : ARE 
物 ・ 三 次 的 鉱物 を 挟む こと が ある 。 こ の trim を 見 る と , 光学 的 方 位 を 異 に た する 。 ピ ジオ 
VERA ORRRAAEDEZADDE, ほぼ 一 定 の 光学 的 方 位 を も つた ひと 続き の ピ ジ オ 
YG CE CUT, 稀 に (100) 上 の 双 上 品 の 発達 し た も の と が ある 。 以 上 に の べた 例 
は , 量 的 に 極め て 多く , 中 で る も 創 方 交 石 より 転移 し , それ の 長 柱 状 の 外形 の み を 残し た 
ビジ オ ン 石 の 粒状 集合 体 よ りな る も の が 圧 借 的 に 多い 。 第 3 図 の 産 状 よ り わ か る よう 
に , FRB OVC ON EDOEY AY BEG lk AHMAD BBL VOL Akt CLE BEXE 
30 COMBED 2V (—) の 値 は 82°—62° (平均 73°) で , 上 述 の よう に 大 部 分 が 
PAIS So LAL, EY AYIBAD 2V は , は ほとんど 0° で ある 。 

d) 普通 交 石 が 斑 品 ピ ジ オ ン 交 石 を 包ん で いる も の 5 HEEL TY RAOM BLE 
FAV FRO rim ((+)2V=46°—40°) を つく つて いる (第 4 図 )。 こ の ビジ オン 畑 
AD 2V は ほとん ど 0° で , か つ , 連 卓 関係 に ある 。 KBR, この 例 は 少 い 示 , 同 


12 a A SK BK OR ES 


BS SAYA SIBLE Yaa REVS (th Hii BE OSE RRL Yt vy HE 
右 を 含む 岩石 中 に も , この 例 は 
少 い で て よう で ある 。 


第 4 図 斑 品 ピ ジ オ ン 煙 石 を 包む 
Pia 


OST 


05MN 


自 色 部 : ビジ オォ ン 尊 石 , 伏線 部 : 
BORE: AGN, 白色 部 : ピ ジ オ ン 交 石 YEO tim, 
ae P: SRA, A : 2A 


4. 輝石 類 の 結晶 作用 
DLE ONT RRO AMO sD, DEOL PRB AEO HHI EZ 
こと が で きる 9 第 5 図 の Wo-En-Fs 三角 図表 は , Brown) に ょ る Skaergaard 貫入 
岩 体 中 の 二 相 の 交 石 の 品 出 経路 に , TRREOMAMEERLEYVOCAY, 第 2 表 は 
THARPEEA EO fbf 順序 を 示し た も の で ある 。 これ ら の 図 お よ ょ び 表 か ら る わか る の 
に , STARA HG Ap RANT SZ—F, BAERS SIU L THR L feo 
COR, SOMME SE FY v MRR L TZ o その 転移 点 は 推定 し 難い が , BY ff 
は En。ss5Fsss で Poldervaart と Hess?) の 未 し た Enzo Fsso に 少し ずれ て いる 。 ま た, 
ey, 4 v HR ASIDE 73 SEAL CRG & 2 0 AA 潤 移 関係 が 観察 され な い 点 か ら , ピ シ 
AV EGO fh Z Be See CA O Hh eA ASCE LL, DRE Y ty MBO AO 
曲 出 が 行わ れ た 時 期 の あつ た こと を 示し て いる 。 そし て 石 基 の 生成 時 期 に , WEA DS 
BUC Y 4 v HG LPT L CHL TN Ba, これ と 同じ 産 状 を 示す も の は , 生出 3 に 
LOTT CURES TZ AR HE YTV RB EST BBO BILIA se eae 
1) Brown, G. M., Min. Mag., 34, 511~543, 1957. 
2) Poldervaart, A. and Hess, H.H., Jour. Geol., 59, 478, 1951. 
3) AHR, 地質 , 65, 347, 1959. 
4) 久野 As -KWRUOKUEE, 岩波 書店 , 1954. 
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第 2 表 TR REO AMIE 
aA i 
(2V=+52°) \ Ae 2°) 
“GR 
(SER) — : 
BYE) 2 AAR / NEY Ape 


第 5 図 Wo-En-Fs 三角 図表 に 示し た Skaergaard 

> HLF RARE OWED Bees 
4vPEACHS” と の べた Di He 
一 般 的 事例 に 反し て , FE 
RED DOL, 石 基 の 生成 
PERRI FA ICC HORE 
が 卓 出 し て いる 。 こ の 場合 
BEC YAY eBid, Fs 
成分 の 増加 が ほとん ど な く . 
HE ty ERRORT AR En 8 Fs 
分 の 位置 で 品 出 を 続け る 一 1—4 : HE, 1A: AHMEG, 2A—4A: ey 
方 , これ に 対応 する 石 基 普 Av iRa, (DE Skaergaard 産 ), Ap HEGRE 
WEG Is Ag で 示さ れる 成 A, Ag: Bea, Ry: AERA, Pi: vy 
分 の も の と し て 品 出 し て い AY YR (Bib: 2) (VET RR) 
る 。 第 5 図 中 , TRREOMGME, Skaergaard BA GAD BALA ORR ER Lie 
じ て み る と よく 調和 た MAKSAZICEMDASZ. COLIAZA RAEN CaO 
の 添加 を 伴い な が ら ビジ オン 交 石 に 転移 する 段階 で は , MEO aH bE TS 
が , 石 其 の 生成 する 時 期 に な つて 石 基 で ビジ オン 郊 石 に 対応 する 普通 婚 石 が , Skaergaard 
HOMBRE A CHU MHS MODEL, 石 基 普通 煙 石 の 出現 を 説明 で 
きる 。 

前 に も の べた よう に , 岩 体 中 に は 部 分 的 に 基 し く 融 人 触 を うけ た 花 賠 岩 質 岩 石 起源 の 捕 
獲 結 晶 を 含み , 多い 場合 に は , それ ら が 一 枚 の 薄 片 の 中 に 十 数 個 も 観察 され る 。 ENT, 
ある 程度 の 温度 降下 と 化学 成分 の 変化 が あつ て AAHAO MHAPRSNSo LAL, 
捕獲 結 品 を 多量 に 含む 部 分 は , 岩 体 全体 か ら 見 れ ば 局部 的 な 現 名 で あつ っ て, 石 基 の 人 鉄 物 
組成 か ら も わか る よう に , 著しい 温度 の 降下 が 起ち ず , マグ マ は 依然 と し て 二 相 の 交 石 
の 境界 線上 で 結晶 を 終了 し た こと を 示し て いる 。 一 方 , 倖 長 石 の 累 帯 構造 を 検討 し て る も , 
酸性 岩 の 著 し い 混 成 作 用 を 示す 現象 は 観察 され な い s ゥ s 
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愛知 県 知多 半島 産 凝 族 膚 中 の クリ ノ プ チロ ルフ ツ 石 


Clinoptilolite in the tuff from Chita Peninsula, 
Aichi Prefecture 


& A BH A (Jujin Suzuki)* 


Abstract: The tuff distributed in the southern part of Chita 
Peninsula, Aichi Prefecture belongs to the Miocene sediments, in which 
clinoptilolite was found as an alteration product of an acid volcanic glass. 
The mineral was identified by X-ray diffraction, differential thermal 
analysis and microscopic observation. 


1. 緒 


知多 半島 の 層 位 学 的 研究 は 古く か ら 行 われ , 本 半島 南部 に は 第 三 紀 中 新 統 に 属す る 地 
層 が 分 布 し て いる 。 本 凝灰岩 は 知多 層 群 の 師 崎 悪 層 り 中 の 小佐 産 白色 凝灰岩 で あり , そ 
の 産 状 は 下部 に 緑色 の 凝灰岩 ) 上 部 に 灰色 の 漢 灰 岩 と いう 整合 関係 に ある 。 クリ ノ プ チ 
ロルフ ツ 石 は この 凝灰岩 中 の 火山 ガラ ス が 変質 し て で きた も の で , NAMES, 示 差 熱 分 
析 , Bea ky Mumpton? の デー タ と よく 一 致す る の で , ここ に 報告 する 。 現 
地 へ は 名 古屋 市 か ら 私 鉄 と 私 バス に より 約 2 時 間 で 到着 で きる 。 

この 研究 に 関し , BES DOR RIKSARE-AR BAAR PX ORE 
Sn MaRS AR ABER, 試料 採取 に 便宜 を 与え て 下さ つた RUB aeR 
会 社 井 上 社長 の 方 々 に 厚く 感謝 の 意 を 表す る 。 又 本 研究 に つい て は 文部省 科学 研究 乾 の 
一 部 を 使用 させ て 頂い た 。 


Dil 


2. Rie OR mms 


Pint LCISRALBRASESD, 黒雲 母 が 僅か に ある 。 MFOKE SAE 
石 が 長 さ 約 0.08mm, GRAY O1imm, BREEWRS 008mm, 全体 の 約 70 
9%6 を 古 め る 石 基 は 殆ど が 炎 山 ガラ ス よ り 成 り 5 大 部 分 クリ フク ブチ ロルフ ツ 石 に 変 買 し 
て いる =。 大 山 ガ ラス の 屈折 率 は 浸 液 法 に より 1.485 と 測定 され た 。 ク リノ プチ ロルフ ッ ツ 
ANRC ( 長 さ 約 0.01mm) で , 大 山 ガ ラス より る 低い 屈折 率 と 極め て 副 い 複 
屈折 を 示し て いる 。 その 配列 状態 は 第 1 図 で 明らか な よう に KIA TAR OR RCE 
直角 に な つて いる 。 


* 愛知 学芸 大 学名 古屋 分 校 地 学 教 室 
1) 松沢 勲 ・ 嘉 藤 良 次 郎 , 地質 , 57, 290, 1951. 
株 唯一 , 愛知 学芸 大 学研 究 報 告 ,) 6, 69, 1957. 
2) Mumpton, F., Am. Min., 45, 351, 1960. 
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EB MEP RCS IMA DZ ae DZS ICA V7 
x 150 Fe GP ae PTE, x 500 
第 1 ¥ 

TE TN e/a AA TTS 

知多 半島 小佐 カリ フォ オル = ニャ Hector 
d I/I。 d A 
9.02 6 9.00 10 
7.97 5 7.94 4 
6.80 3 6.77 3 
6.66 3 6.64 2 
5.98 2 5.91 1 
5.23 3 5.24 3 
5.15 4 5.11 1 
4.67 3 4.69 2 
4.48 2 4.48 2 
4.37 3 4.34 2 
3.98 10 3.96 10 
3.91 6 3.90 8 
3.85 3 3.83 1 
SZ 3 3.78 1 
3.56 3 3.55 2 
3.47 3 3.46 2 
3.42 5 | 3.42 6 
Blo 3 | 3.12 3 
3.08 3 | 3.07 2 
3.06 3 3.04 2 
3.98 6 2.97 5 
2.86 2 2.87 1 
2.81 4 2.82 3 
2.78 2 2.80 1 
2.76 2 2.73 1 
2.75 3 Deg) 1 
2.68 2 2.68 1 
2.44 2 2.44 1 
2.43 2 ey) 1 
2.35 2 2.38 1 
2.28 1 2.29 1 


* F.Mumpton に よる デー タ 


ut 
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第 2 図 X 線 和 廻 折 曲線 


OLIGOCLASE 


N 
= 
a 
i 
a 
ie) 


第 3 図 mA 2 RD iT Hh MR 


Na 


温度 (°C ) 


3. X 線 的 性 W 


Geigerflex X 線 廻 折 計 り で 得 ら れ た 想 折 曲線 は 第 2 図 と 第 1 表 か ら 明 ら か な よう に 
クリ ノ プ チロ ルフ ツ 石 の 線 を 表わし て いる 。 こ の 他 強 い 線 で , 3.35 A は 石英 を , 3.17A 
は 灰 草 長石 を それ ぞ れ 表わし て いる 。 


4 示 『 差 RD 析 


ED 5°C の 昇 温 率 で 得 ら れ た 示 差 熱 分析 曲 線 は 第 3 図 で 明らか な よう に 100°C 附近 
に 巾 の 広い 吸熱 ピー クボ が ある の み で , クリ ノ プ チロ ルフ ツ 石 特有 の 曲線 を 示し て いる 。 
320°C の 発熱 は 有機 物 に 依る も の で ある 。 


1) 対 陰 禁 Cu, フィ ルター Ni, BE 30%, 電流 15 mA, Scale factor 8, 
Multplier 1, Time cnstant 2 秒 , Divergence slit 1°, Scatter slit 1°, 
Riceiving slit 0.4mm. Scanning speed 1° (26) /min. 


Fi RM 
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海 山 東 BOF th & 層 
— AIO F 7 — 


Consideration on the organic constituents of the source-rock 


of petroleum in the eastern foot of Chokai Volcano 
——Studies on the source-rock of petroleun (7th report) — 


Abstract : 


fy #8 JE % (Masahiro Abe)* 


In order to acquire the knowledge on the source rock 


of petroleum, the writer has carried out the chemical analyses on the rock 
samples of the Tertiary sediments developed in the neighbourhood of 
Yashima, Hitane and Momoyake at the eastern foot of Chokai Volcano, 
Akita Prefecture, and has determined the extractive organic constituents 
of the fine grained clastic sediments, so-called ‘‘black shale” and ‘‘hard 
Moreover he has studied on the relationship between the strati- 
graphic distribution of the organic constituents and the source rocks 
themselves. 


shale’’. 


IVE AS Te 


石油 の 成因 に 関連 し た 現世 堆積 物 や 岩 右 中 の 有機 物 の 基礎 研 
従来 の 元素 分 析 だ け を 主 と す る 研究 方 法 よ り 一 段 と 進ん だ 研究 


日 本 に お いて る も 進展 し , 


究 が 近年 外国 に お いて る も , 


が 行わ れる 様 に な つた 。 特に P. V. Smith? © J.M. Hunt 等 2 に は っ て 液体 クロ マ 
177 TERRA SNC 有機 物 の 質 的 量 的 組成 まで も 分 析出 来る 様 に な つて , 石油 の 成 
因 に 関す る 研究 が 進め られ た 。 一 方 有機 物 分 析 に よる 石油 の 地 化学 探査 法 を 確立 し よう 


と する 試み や , 


地層 の 石油 母 層 と し て の 価値 判断 , ひい て は 石油 鉱床 の 存在 さえ る も 予知 


Lan), 石田 義雄 ick 


し ょ うと する 試み が と りあ げ ら れる 様 に な つて 来 た 。 MESA 
つて 石油 の 移動 に 関す る 興味 ある 論文 が 発表 さす られ, その 中 に る も , 油田 構成 の 第 1 条件 
と し て 石油 生成 の 根源 層 で ある 母 層 の 存在 を 絶対 必要 条件 と し て と りあ げ ら れ て いる 。 


今回 は この 
近く に 発達 する 名 高山 


甘 層 と し て の 観点 か ら 


* 東北 大 学 理学 部 岩石 鉱物 鉄 床 学 教室 
1) Smith, P. V. Jr., Science, 116, 473~439, 1952, Bull. Amer. Assoc. 


Petrol. Geol, 36, 411~413, 1952, 38, 377~404, 1954. 
2) Hunt, J. M., Stewart, F., and Dickey, P. A. Bull. Amer. Assoc. 
Petrol. Geol., 38, 1671~1682, 1954. 


3) *=4 


4) AK AY 


5) 


上 知 芳 , 石油 技 協 , 25, 200~239, 1960. 


bee, 25, 240~249, 1960. 


Hite, 阿 居 


BEX, GK, 37, 130~140, 1953. 


BeLREKBURU 矢島 町 南方 の 秋田 ・ 山 形 県 境 
a, 針 ヶ 岡 層 5) (女川 層 , 船 川 層 相 当 層 ) の 泥岩 ), シ ルト 岩 に つい 
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第 1 図 地質 図 普 びに 試料 採取 地点 CHA EIRIC & 3 7a bees 
出 を 行 つ た 。 一 店 の 結果 
を 得 た の で これ に 対す る 
考察 を の べ , MR OMMB 
判 と 御 教 示 を 得 た い 。 

2. 試料 及び 分 析 方 法 

a. 試料 分 析 に 用 い 
た 試料 は , FEC RK AUR 
Se m| 利 郡 矢島 町 附近 (名 高山 
HEUR) CBT SK 


ei BiB wPaAsve 
TERIOR 


Pod 2) 
; ASN JT FAS JS Ie D BERR 
SAT ATL 頁岩 RAVES, 黒色 泥 
NI 岩 及 び 黒 灰色 シル ト 岩 と 
CR SESH ORSUe 
ioe ag Mere ra Sages STIRS S GBI 
NE ge OR, AVN RU SHER 


| DEAE Grain て | | 百 宅 の 女川 層 和 相当 層 の 時 


On QE, 硬質 頁岩 及び 喧 
< 灰色 泥岩 等 の 50 箇 で あ 

“eS る (第 1 図 )。 
“ No この 附近 の 地質 に 関し 
vvy て は 古く は 村山 賢一 に よ 
: る 矢島 油田 図 幅 り が あぁ 


り , 戦後 日 本 鉱業 , 東北 
大 学 に よる RE” Be 
り , 最近 は 金原 均 二 等 の 
矢島 町 周辺 天然 ガス 報 
告 3 } HOt RUG 
ABI RRA AAI k 
る 広域 的 な 詳細 な 研究 が 
BSo 

b. 分 析 方 法 RAL 
た 試料 の うち , 最も 新鮮 
と 思わ れる 部 分 を 選び , 
ハン マー で 大 砕き を 行い 
BREK C ERE 後 飾 別して 


Va ty hy ™ 


MAA 80 mesh 以下 の 細 粉 と 


し て 相 分 法 を 繰返し て 約 
50gr の 試料 を 探り 定 温 
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乾燥 右 (60~70°) で 24 REARECIRL fro WIC SIRE 30gr EARL, Vo ZAV—HB 
Has CN vey ・ ア セト ン ・ エ チル アル コー ル の 70: 15: 15 混合 深 尋 で 8 BERRA 
抽出 を 行 つ た 。 抽出 が 終 れ ば 衝 量 ビー カー に 移し て 葛 燥 後 称 量 し た 。 抽出 に あ た つ て , 
WADA, 無機 塩類 , 硫化 物 , 水 酸 化 物 , 岩石 の 微細 粉 の ご く 一 部 が 溶出 し た り , 濾紙 
の 上 且 を 通 つ て 下部 の フラ スコ に 移 つ た と 考え られ る の で , PER 二 硫 化 炭 素数 cc を 使 
FAL CMR PALL, 一 方 称 量 ビー カー に 混合 導 媒 を 何 度 る も 注ぎ, 抽出 され た 有機 物 
を 完全 に 深 し 出し 別 の 種 量 ビー カー に 濾 下 し た あと 整 燥 し 称 量 し た 。 KORELOHE 
BBL LR. 


3. 分 析 結果 


この 地域 に 発達 する 名 高山 層 , 針 ヶ 岡 層 の 代表 的 な 泥岩 シル ト 岩 に つい て AB 
と し て の 価値 と 岩 想 に よる 有機 物 抽出 量 と の 関係 を 調べ る 目的 で 50 試料 に つい て 有機 括 


第 1 BMH SWB 


番号 | 抽出 量 *| Bw ae 抽出 量 *| @ WH | 番号 | 抽出 量 *| B Ww 
| % | % % i % % 
= a : 
oes iS (矢島 町 北方 2km) | ( 湯 の 沢 南方 2 km 板 平 ) 
(岩沢 橋 … 西 婁 部 ) 18 | 0.17 0.088 | “S71 Oxia 0.024 
1 0.16 0.012 19 O24 5 Wie £02086 38 0.20 0.036 
2/ 0.14 0.014 | 20} 0.30 0.020 ies 
3 0.22 0.015 TI 0.18 0.014 ( 袖 川 発電 所 下流 ) 
ct oe ae Oc | 0. Gon | 3o1° 0-16 0.018 
Bt ace Oe | dal oras Oor7 | 40} 0122 0.024 
7 0.10 0.013 oe (a ce 川 ) 
8| 0.08 0.007 OI Fe AEF) 42) 0.05 0.019 
9] 0.11 0.010 | 25) 0.22 0.020 | 43] 0.17 0.017 
Tere : 26} 0.19 0.012 | 44] 0.24 0.008 
( 背 斜 南方 延長 … 西 四部 ) | 27| 0.95 0.019 | 45| 0.97 0.006 
10 | 0.25 0.015 | 28] 0.28 0.022 | 46] 0.13 0.003 
11 0.19 0.012 | 29! 0.20 @.011 | 47 | 2 “9-01 0.000 
12 | 0.30 0.015 ; 30| 0.15 0.011 | 48] 0.03 0.002 
13 | 0.28 0.018 | 31| 0.18 0.014 | 49] 0.97 0.023 
14; 0.18 0.011 | 32] 0.19 0.012 | 50| 0.32 0.021 
15 | 0.15 0.009 
er ae (大 久保 北方 … 子 吉川 治 い ) | * ペン ゼン ・ ア セト ン ・ ア ル 
Ne 33 | 0.16 .0 027 | コー ル (70:15:15) の 混合 深 
(GD bv RV PRR) 34 0.10 0.029 | 謀 で 原 岩 30gr に 対し て 抽出 
ey 0017 0.014 | 35| 0.15 0.025 | gate Cae Lie 
17 | 0.14 0.016 | 36| 0.17 0.031 {WEE Zo 
1) AWB, 秋田 県 矢島 油田 地形 及び 地質 図 , 同 説明 書 , 地質 調査 所 , 1922. 
2) 石崎 正義 , 山県 太郎 , 秋田 県 直 根 池田 地質 調査 報告 ) PEAC Zee ( 未 発表 ), 


1951, 


阿部 正宏 , HO, 秋田 県 直 根 油田 地質 調査 報告 , PEAC Ae ( 未 発表 ), 
1951, 田 品 一 雄 , 阿部 正宏 , 前 出 , 1953. 

3) 金原 均 二 , WHERE, US PRK a, THA, 狩野 豊 太郎 , 
EEA, eG DRY ARS, Byte, 157~178, 1958. 

4) 田 ロ 一 雄 , 地質 , 65, 12~20, 1959, 66, 102~112, 1960, 石油 技 協 , 25, 
D5~113, 1960. 


£ 
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He, BSEORL?: (第 1 表 ) 。 先 に この 地域 の 泥岩 ), シル ト 岸 に つい て 石油 母 層 と し 


て の 価値 判断 を みる 意味 で クロ ロフ ォ ル ム 落 媒 に よる 抽出 を 行 


= つた が , LOH fa1) LS 


回 の 混合 落 尋 の 結果 と は , 落 媒 にょ る 抽出 量 の 差 は あぁ る が 近似 し た 傾向 を 示し て いる 。 
有機 抽出 量 の 結果 は , この 地域 の 試料 は 全般 的 に 可 成 り 高 い 値 を 示す 。 低い 値 を 示す 
も の は 人 遠 上 山東 の 県 境 近 く の 名 高山 層 下 部 の 試料 で この 点 に 関し て は , 既に 発表 し た 寺 
治 福 曲 帯 の 弥彦 山 ル ー ト の 世 谷 層 の 下部 東山 橋 曲 帯 の 比 礼 地 区 の コー アテ 試料 3 の モ セ 谷 
層 下 部 , WHEBWO MH BORA — } O RREOIEARS< Rone KB 


て も 認め られ る s 
残 湾 の 量 も 全般 的 に 多い 様 に 思わ れる が 明瞭 な 傾向 は 認め 


られ な い 。 然し な が ら 針 ケ 


岡 層 の No. 34~No. 36 の 試料 と 湯 の 沢 の 試料 並び に 矢島 町 北方 の 試料 の 一 部 に 可 成 り 
高い 値 が 認め られ る 。 この 地域 の 近傍 の 新庄 和 盆地 や 横手 盆地 東 縁 の 成瀬 川 地域 の 泥岩 , 


シル ト 岩 と 比較 する と 有機 抽出 量 と FAO ABA © LER LT 


も 明 瞳 な 区 別 は 出来 な い が ; 


新庄 盆地 春木 川 ル ー ト や , 増田 一 2 関 ルート の 岩手 県 側 の 関係 と は 相違 し て いる 。 


4. & g 


最近 帝国 石油 株 式 会 社 及び 石油 容 源 開発 株 式 会 社 に お いて 可 成 り 石油 母 層 の 有機 物 の 


組成 の 研究 が 行なわ れ て いる 。 柳下 秀 晴 5) は 新潟 県 の 含 油 第 三 紀 堆 積 岩 の 有 機 物 分 析 を 


行 つ て お り , 最近 石田 義雄 6) に よ ょ つて 試掘 で 探 取 し た 泥岩 , 


シル ト 岩 の コー アテ 試料 に つ 


いて 秋田 新潟 地方 の 抽出 性 有機 物量 を 検討 され た 。 即ち も “液体 クロ マト グラ フ の 結果 は 
地域 的 特異 性 は 認め ちら れず , か えつ て 新潟 区 田地 方 と も に 層 位 的 差異 が 明瞭 に 図示 され 
TOS” と 述べ られ て いる 。 この 点 に 関し て は 特に 注目 する 必要 が ある と 思う 。 HRM 
が 沈 積 し 地層 を 形成 し な が ら diagenesis に ょ つて 石油 化 へ の 道程 を た ど つ た こと は 間 違 


いな いこ と で あろ うし , 石油 化し た 物質 (有機 物 ) の 一 部 が 


移動 し て 石油 鉄 床 の 形 成 に 


た づ さ わり , 残り の 有機 物 は 高 炭 素質 物 或 い は RAME UC 沈 積 物 (地層 ) に 残 溢 し た 
と 考え られ る 。 この 様 な 油 母 層 を 形成 する 岩石 を 有機 深 媒 で 抽出 すれ ば 抽出 量 も 原則 と 
し て 大 きい で あろ うし , 抽出 物 を さら に クロ マト グラ フ 潜 で 分 離す れ ば , パラ フィ ン ・ 
シク ロ パ ラフ ィ ン 系 や 芳香 族 系 の 炭化 水素 の 含量 が 大 きい は ず で , この 点 を 利用 し て 石 
油 母 層 と し て の 産油 能力 を 判定 する 材料 に 用 い 様 と する 考え 方 が 出来 る 。 然し な が ら 石 
油 化 へ の 行程 か ら は ずれ た 堆積 物 中 の 有機 物 は どの 程度 まで が 石油 系 の 炭化 水素 で ある 
か を 確 め る 必要 が 出 て くる 。 現 段 階 で は 石炭 も し く は 成 質物 に 基 因 する 場合 は , ペラ フ 
ィ ン ・ シ グロ パラ フラ フィン より る 芳香 族 の 含量 の 方 が 閉じ く 多 いと いう 点 で 判定 て いる 


1) FORE, 阿部 正宏 , 秋田 山形 県 境 附 近 に 発達 する 石 酒母 岩 に つい て , SHIGE 


業 大 会 で 講演 (NG), 1953. 
2) 阿部 正宏 , 岩 鉄 , 43, 318~324, 1959. 
3) 加藤 毅雄 , 阿部 正宏 , 石油 技 協 , 24, 148, 1959, 


Kato, I., and Abe, M., 


Sei. Rep. Tohoku Univ., Ser. ]], 6, 513~526, 1960. 


4) PURER, yee, 25, 58~66, 1960. 


5) PIT ARE, 鈴木 好 一 , Adee, 21, 107~108, 1956, 鈴木 好 一 , sbi KER, 


PITA, 石油 技 協 , 22, 207~214, 1957, pir Ase, 
64091, ( 未 発表 ), 1958. 


6) 石田 義雄 , ATH, 1960, 工藤 修治 , Bybee, 24, 


帝 石 技研 報告 ) 58 一 23, 


147, 1999. 
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が , 現在 迄 の 多く の 盗 料 を 検討 し て みる と 地域 の 相違 , 特に 産油 地帯 か そう で な い 地 和束 
で は クロ マト グラ フ に よる 組成 の 変化 は 関係 が 少く ) むし ろ 抽 出 量 と 窒 接 な 関連 を 保つ 
て いる 。 柳下 秀 晴 ) も この 点 に つい て 指摘 され , 小千谷 の 野辺 川 の よう な 産油 に 無縁 な 
処 か ら の 試料 で も , 抽出 物 に 対す る 石油 系 炭 化 水素 の 含量 が 15.0% に も 達し , 一 方 同 層 
% (HARB SYE) の 新津 油田 朝日 R-30, 東山 油田 軽井沢 R-2 で は 10.1%, 15.496 で 
小千谷 と の 間 に は 大 し た 変化 は 認め ちら れ な い が , 原 岩 に 対す る 抽出 量 で は 小千谷 の 0.052 
9%6 に 対し て 新津 0.283%, 東山 0.108% と 増大 し て いる 。 こ の 様 な 関係 は 上 部 寺泊 層 に 
| 寺 す る 試料 に お いて る も 明 瞭 に あら われ て お り , この 事 は 有機 抽出 に 際 し て O-N-S 化合 
物 や 残 湾 の よう な 成分 が より 多量 に 抽出 され た た め に , これ に 対す る 石油 糸 炭 化 水素 の 
含量 が 相対 的 に 減少 し た こと を 示す と 考え る こと な 出来 る 。 叉 現在 の クロ マト グラ フ 溢 
で は 低 沸 点 溜 分 の 殆ど を 挿 え る こと が 出来 な いか ら クロ マト グラ フ 法 の 結果 だ け で 到 
々 する 事 は 危険 そ で あり , 別 の 方 法 と の 相関 性 を 吟味 し な が ら 発展 させ る べき で ある 。 
FSHORBUREO 50 箇 の 分 析 で は , 有機 抽出 量 が 可 成 り 多 い 事 実 が 認め ちら れ た の 


で 現在 迄 筆者 が 分 析 し た 試料 で , 男鹿 半島 南岸 船 川 , 女川 地区 , 八橋 油田 の コー ア 試 料 , 
第 2 表 有機 押出 量 に よる 各地 区 別 比 較 
Ma 
mee |ROR| MED) (F717 Y) wR D| wR K 
96 96 96 96 
男鹿 半島 | 船 I 謙 
eae ee ee 39 0.07 0.05 0.02 0.22 
船 川 層 
八橋 地区 |B oy es 18 0.14 0.11 0.08 0.30 
EE - BR et ケ A JS ' 0.01 0.32 
eee Ve & te 50 0.18 0.18 
塩 根 川 | 古 i . 0.04 0.15 
wlan 区 RH 層 30 0.10 0.10 
庄 春木 川 a oO i 0.06 0.01 0.16 
a|e |e me 貞 30 0.06 
mE) a A le 15 0.09 0.04 0.40 
Hl 区 | 草 ee} | 
a PK EBABY 山内 i 19 0.12 0.11 0.02 0.22 
ir 岩手 側 | 前 a 31 0.08 0.09 0.008 0.18 
+ gh K os a = 33 0.08 0.08 0.01 0.20 
KAamK | 3 B i7tt 0.09 0.09 0.06 0.17 
東山 地区 = 47H 0.10 0.09 0.02 0.25 


+: 37-88, H+: wo 7A YTB HIT RAR 


1) 柳下 秀 晴 , AH, 1958. 


wre 


and 
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新庄 盆地 の 塩 根 川 地 区 , 春木 川 地区 及び 最上 川沿 い の 消 川 , AAR, KA, APRS 
fa, 一ノ関 地区 , 新潟 県 の 寺 洒 地区 , 大 地 区 の カッ ティ ング 試料 , 東山 地区 の コー ア 
試 料 並 びに 地表 試 将 等 に つい て 本 地域 と の 比較 を 行 つ た (第 2 H)o CDRA TRICK 
島 直 根 地区 は 最も る 高い 値 を 示し て いる が , 八橋 地区 並び に 稼 行 油田 の A-7RRICOM 
て は 貯溜 岩 及 び 貯 溜 岩 に 近接 し た 試料 を 一 部 省略 し た 。 例え ば 八橋 油田 コー ア 試 料 で 最 
大 0.30% と な つて いる が , 0.30% より 高い 値 の も の も 多く ある が 今回 の 計算 で は 除外 
Lito 又 算 術 平均 だ は け で は 選定 し た 個体 数 に 疑問 も る ぁ る の で 平均 の 外 に median で も 計 
算 し た 値 を 示し た 。 この 様 に 本 地域 が 非常 に 抽出 量 が 高い 値 を 示す こと は 注目 すべ き で 
あり , 石油 母 層 と し て の 価値 判定 で も 外 の 地域 と 比較 し て 可 成 り 良好 な 値 を 示し て いる 
に も か ゝ わら ず 稼 行 の 対象 と な る 油井 は 未だ に 認め られ て いな い 。 この 事 は Fic Re 
造 の 見 地 か ら は 一 般 に 希望 的 で な いと し た が 第 1 に は 良好 な 貯溜 岩 と な りう る 地層 の 
存在 や 集 油 構造 が 少 い 点 で あり , 第 2 IBERIA SAIC LCBO, & 
岩 (cap rock) の 存在 が ROLL OBMANZ ACH 450 第 3 KURBUORRE 
か ら の 原油 の 分 析 に つい て 国産 原油 全体 か ら 比 べた 時 1), アス ファ ルト 分 は 2596 以上 
の 高 ア ス フ ァ ルト 含有 率 を 示し , FER? は 500 秒 以 上 の 高 粘度 原油 で , 揮発 油分 は 10 
96 以 下 で , A.P.I. ボー メ 度 (60°F) が 20°A. P. I 以下 の 最も る 重 損 の 原 演 で ある 。 
秋田 地区 の 八橋 , 雄物川 及び 由利 一 帯 の 原油 が 軽 質 で 硫黄 分 も 少なく, 新潟 県 の 西山 油 
田 一 帯 の 原油 が 最も る 軽 質 で 硫黄 分 も 少く, 八橋 , 雄物川 原油 に 比 し て 更に 軽 質 で ある 。 
この 様 に 現在 採 油 中 の 原油 を 比較 し て 既に 環境 の 差 或 い は 石油 化 の 道程 の 差 に よ つ て 原 
油 差 が 生じ た と 考え る こと る 出来 る し , 双岩 石 中 に 残 漁 し た と BA LNZERWAS 
点 溜 分 の も の が より 多く 存在 し ナ フ テ ン 糸 記 化 水 素 分 に 豊 ん で いる と る も 考え られ る 。 こ 
の 様 な 粘度 の 高い 面 を 考慮 すれ ば , 記 化 水素 の 一 部 が 石油 化し て 移動 する こと が 他 の 地 
域 に 比べ て 不 完全 で , AGRE FC 残 光 し た 次 に 抽出 量 は 可 成 り 高 い 値 を 示す 様 に な 
SD DHHS o 
RUPE MO ELH 7 MEORNLARIUBOWOR, 袖 川 間 , 遠 上 山東 の 百 宅 川 上 
流 No. 49. 50 の 試料 , HFEMO No. 18, 16 の 試料 に 多い 値 を 示し て いる 。 BYE 
山 の 原 油 が 重 質 原油 で ある か ら 石油 母 層 中 の 硫黄 分 も 多い と 想像 され が ち も ち で あぁ ある が が, そ 
の 制 合 に は 残 閣 物 の 量 は 左 程 多 く な く , た ゞ 針 ヶ ヶ 岡 層 に 高い 値 を 示す こと が 認め られ る 。 
有機 抽出 量 と 残 溶 物 の 関係 を 比較 する と , 第 2 図 に 示す 様 に 新庄 盆地 の 春木 川 ル ー ト 
(©) >, 増田 一ノ関 ルカ ー ト の 岩手 県 側 試料 (F) で は 可 成 り よ い 相 関 関 係 が 認め られ 
OM, 本 地域 の 試料 の 分 析 結 果 は , この 様 な 関係 は 認め られ ず , 針 ヶ 岡 層 と 湯 の 沢 附近 
等 の 名 高山 層 の 残 注 物 含有 の 多い 試料 を 除け ば , か な り ま と まつ た 関係 が 認め られ る 。 
FAK: の 最近 の 発表 に ょ る と 秋田 山形 県 境 附近 に 発達 する massive bedding Ore 
KEOMLAVER 2 AHR HEAT CRIES, CLOANNEZO—-WO group II の 


1) 常 谷 章雄 , 岩崎 隆 久 , 黒川 広 三 , 堀尾 友 一 , 井上 敬一 , AVR, 11S, 1~ 
163, 1954, 常 谷 章雄 , 岩崎 隆 久 , 黒川 広 三 , 堀尾 友 一 , 井上 敬一 , BURR 西 
方 要 , 川 操 弘 , ZY, 33-4, 1~49, 1959. 

2) 粘度 は 30°C に お ける レッ トウ ッ ド 1 号 型 粘度 計 に ょ る 秒 数 . 

3) FRE, 阿部 正宏 , 前 出 ) 1953, 田 ロ 一 雄 , 石油 技 協 , 23, 135, 1958, 
25, 105~113, 1960. 


i ee So) Se て 文 23 
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RK AVER OD HERO EAA 0.63 で , 船 川 層 の 黒色 泥岩 は 0.67 で 非常 に 一 致し た 値 
が 得 ち られ , 女川 層 の 一 部 に 船 川 層 の 堆積 環境 に 共通 し た も の が 存在 する こと を BBEL 
て いる と 述 べ て いる 。 今回 の 有機 抽出 量 と 残 湾 物 の 量 よ り の 老 察 で は , 針 岡 層 と 名 高 
山 層 と は 幾 分 異 つ た 関係 に ある 様 に 思わ れ , 女川 層 , 船 川 層 の 堆積 学 的 考察 を 種々 の 角 
度 か ら 検 討 す る 必要 が あろ 3 う 。 

有機 抽出 量 の 上 か ら 岩 質 と の 相 異 は あぁ る が 急激 な 変化 は 殆 ん ど 認 め ら れ な い 。 し か し 
な が ら No. 47, 48, の 試料 に 関し て は , 抽出 量 る 残 湾 物 の 量 も 少く 春木 川 ル ー ト で 認 
| め ら れ た 関係 に 近似 する 。 BM meta shale と 称 さ れる 様 な 球 質 頁岩 は 他 の 泥岩 , シル 
ト 岩 に 比べ て 変動 が 可 成 り 大 きい 傾向 が 伺え る 。 この 弐 質 頁岩 の 堆積 環境 は 幾 分 異 つ て 
‘Bo, pH と Si 深 解 度 と の 関係 , BRMLY I ATFIOMME BRB WOR 
) 質 非 結晶 質 の 差 と 深 解 度 と の 関係 等 を 考慮 に 入れ ね ば ぼ ば な ら な いし , BAABL BAKO 
員 係 等 も 吟味 する 必要 が あろ う 


5s B® Ens 


BAAKOMB=MBOLRAWA NEM AOBM, BE DWhtw3i-HoOWRY 
避 の 中 で 地域 毎 に それ ぞ れ 特有 の 堆積 物 を の こし な が ら 今日 に 及 ん で いる が , COM 
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積 盆地 リ を 大 きく 分 類 す れ ば , 現在 稼 行 油田 の 大 部 分 が 存在 する 出羽 丘陵 の 西側 の 日 本 
海 沿 いと , BFA, 新庄 盆地 の 様 な 出羽 丘陵 と 作 深 山地 と の 間 の 内 陸 盆 地 , RUER 
LIBR SHARES 堆積 盆地 と が ある が , この 堆積 人 地 の 規模 , 堆積 物 の 層 厚 
並び に 岩 質 の 差異 は 東西 方 向 に 可 成 の 変化 が ある が , 我国 の 油田 を 形成 し た 根源 層 ん と 才 


えら れる 秋田 油田 及び 新潟 油田 の 代表 層 序 の 女川 層 , ia) 
ら の 地層 と 殆 ん ど 卒 間 的 つなが り を も つ 同 時 代 と 思わ れる 


層 と 七 谷 層 , 寺泊 層 及 び こ れ 
各 堆 積 盆地 の 石油 母 層 に つい 


て 筆者 は 有機 物 抽出 分 析 を 行 つ た 。 特に 地質 学 的 調査 の 補助 手段 と し て , Maes 


し て の potentiality を 検討 する 立場 か ら 各々 の 堆積 盆地 の 代表 的 試料 に つい て 吟味 と 
考 窟 を 行 つ て いる 。 この 結果 の 一 部 に つい て 既に 発表 し た が 堆積 環境 の 相違 は 各 人 地 


内 で も 差違 が あり , 一 概 に 云々 する こと は 不可 能 で あぁ る 。 


炭化 水素 の 成因 的 な 問題 を 追 


求 す る 場合 に は 他 の 種々 の 方 法 に よ つ て 吟味 せ ね ば な ら な い が , ここ で 第 1 の 目的 と し 
た の は 石油 母 層 中 の 炭化 水素 の 量 と 地質 学 的 形態 を 明らか に する こと で 地質 学 的 な 研究 


と あわ せ て 解析 する こと に さより, 間接, 直接 に 鉱床 の 存在 


し て 行 つ た 。 前 に も 述べ た 様 に 有機 抽出 量 は 油田 と 密接 な 


ORE TILES OAD 一 方 法 と 
関連 を も つて お り , 産油 地帯 


と そう で な い 地 帯 と の 差 が あら われ て いる 。 又 全 般 的 に 云え る そ と で 今後 の 吟味 が 必要 
で ある が , BEDBHO 背 谷 に 近づく 試料 や 地質 学 的 に 高まり が 推測 され る 様 な 地域 の 
試料 に 石油 母 層 と し て の potentiality が 高い こと も 興味 ある 点 と 思わ れる 。 こ の 点 に 國 
し て は 最近 R. Scholten3) に よ ょ つて synchronous highs と し て 石 酒 の 根源 物質 と し て 


の プラ ンク トン 4) る % も 太陽 光線 と 酸素 と 栄養 物 を 必要 と する 


つて は こ ば れ た 栄養 考 と 太陽 光線 , 溶存 酸素 の 多い 減 所 や 堆 で よく 代 殖 し , 有機 物 を 多量 


か ら , 深 所 か ら の 濁 昇 流 に よ 


に 含む 堆積 物 は 附近 の 凹み に た まり 居 元 状態 の 場所 に 保有 され る 者 え 方 を 述べ て お り , 
石油 の 移動 , 著 積 に 関し て も W.C. Gussow®) に よ ょ つて secondary migration は 充分 
な 地層 の 傾 委 或 い は 水圧 勾配 が 得 ら れ た と き に 行なわ れる も の で synchronous highs の : 
場所 と 地層 の 状態 は 非常 に 好ま し い 条 件 を 備え て いる と 述べ て いる 。 


この 報 文 を 草 す る に あたり 御 指導 並び に 御 教示 を 賜っ つた 牛島 信義 教授 , FR MER 
授 に 厚く 感謝 の 意 を 表す る 。 MRHRI-T, カッ ティ ング 試料 を 御 恵 与 い た ぐい た 帝 


RAAT th, 石油 資源 開発 株 式 会 社 各 位 に 謝意 を 表す 
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桂 岡 附近 の 鉱 化 帯 に み ら れ る 磁 鉄 鉱 と 
その 他 の 鉄鉱 物 に つい て 


On the magnetite and other iron-oxide minerals 
of the Katsuraoka mineralized zone, Hokkaido 


成 FR 英 吉 (Eikichi Narita)* 
3% FS wE & (Masao Hirama)* 


Abstract : Several types of ore deposits are arranged in the 
Katsuraoka mineralized zone, which contains the unique magnetite 
deposits of the Katsuraoka mine, Hokkaido. 

The distinctive variations in mineral paragenesis of magnetite, such 
as spinel-pyroxene-biotite, garnet-diopside or actinolite-epidote-quartz- 
sulphide minerals and lattice parameter of magnetite and other iron-oxide 
minerals of the deposits are the features which attract the most attention. 
These characteristic features are differentiated according to the deposi- 
tional stages of formation of each mineral. 


1 に は ビビ ゃ ぬっ に 


ERMC PIC, 種々 の 鉄 石 鉱物 が 出現 する の で ある が , その 鉄 化 の 各 期 に わた つ 
て , PAR, 赤 鉄 鉄 な どの 鉄 の 酸化 鉱物 が み ら れ る 。 こ れ ら は , お 二 に 異 つ た 共生 関係 
で あぁ あぁ あらわれ , それ ぞ れ の 条件 に 応じ て , 磁 鉄 鉄 と し て の 変化 を し めす 点 に 興味 の も た れ 
る も る の が あぁ る 。 こ の 変化 に つい て , HS, XS 線 的 , 化学 組成 上 で の 検討 を 行 つ た 。 


2. 各 期 に み ら れ る 酸化 鉄鉱 


本 地域 の 鉱 化 作用 に つい て は , すでに 報告 ) し た 如く ;, 

(1) 初期 の 変質 作用 …… (ED ED) FACRGA-AMA-RERAA wR) 

(2) BR-EBRAAE (1) 2 RR, BRBRROVIE …… (FEE — RA RE 
鉄鉱 床 , ツェ AT BERBERA OAD HER) 

(3) ARK—-EERBA AE (II) と 磁 鉄 鉄 ) PLO ( 磁 鉄 鉱床 , THU CGR BIKER 
の 低 品 位 部 を し め る 陽 起 石 一 緑 灸 石 一 右 英 一 磁 鉄鉱 一 硫化 物 構 成 ) 

(4) (bVER tL REROVE-- (硫化 鉄鉱 床 と その まわ り を と り ま く 電 気 石 一 絹 雲母 
一 石英 変質 帯 構 成 ) 

(5) 黄 鉄 鉄 ・ 関 垂 人 鉄 細 脈 の 形成 …… ( 鉱 化 惑 中 六 に 鉱 体 を きる 終末 期 の 硫化 物 細 脈 の 
構成 ) 


* 北海 道 大学 理 学部 地質 学 鉱物 学 教 宰 
1) ARE, 久 山 地質 , 7, 243~253, 1957. 


26 BKM KR A Bs 


の 順序 を も つて 行なわ れ , LHS ORMLMAOP CROBILMRMOA BS MERE, (1), 
(2), (3) の hypogene の 時 期 に み ら れ る も の と , この 鉄 化 作 用 後 の supergene OM 
化 帯 に と も な われ る も の と が ある 。 


3. 磁 鉄 鉱 の 鏡 下 の 観察 


a. LLAMA REBEL, この 共生 は , 鉄 興 社 鉄山 西部 地域 に た み ら れ 
伏 体 の まわ り を と り ま く 初 期 の 変質 相 の も の で 細 脈 を つく る 。 この 細 脈 中 の 磁 鉄 鉄 は , 
一 般 に 他 形 で , BES LOMOBRABMOREE ED, MRE CTO Xk 0. ユ ンー 
0.6mm で あぁ る 。 これ は 例外 な し に チタ ン 鉄 鉄 と 共生 し , 緑色 失 品 石 を 伴っ つて いる (第 
1 図 a)。 チ タン 鉄 鉄 は , 条 状 の 大 形 の も の と 薬 片 状 の 微細 の も の な ど が み ら れ る 。 微細 
な も の は 磁 鉄 鉄 の (111) 面 に 配列 する 格子 状 の 村 造 を 作っ つて いる (第 1 図 b ) 。 

b. #ABE—MAWEERORGK この 組合 わせ は , MAIL, 准 到 鉄山 の 磁 鉄 鍼 々 体 
に み ら れ る も の で , この 相 の 磁 鉄 鉄 は , FA, MMGLHATSA, EKERTIO 
は 磁 鉄 鉄 の み の 集 合体 と な つて 斑 酸 塩 鉱物 を 伴 な わな い 場 合 が 多い 。 又 磁 鉄鉱 以外 の 鉄 
石 鉄 物 と 共生 する 場合 も 少な く , 稀 に 点滴 状 の 黄 鉛 鉱 , 磁 硫 鉄 然 を 包 裏 する 場合 。 ある 
い は 少 基 の 黄 鋼 鉄 , 三次 的 な 白 鉄 鉄 黄 鉄 鉄 を と も な う 場 合 が み ら れ る 。 こ の 磁 鉄 鉄 は , 
HR, HLS 1 へ 1.5mm 前 後 の 自 形 な いし 半 自 形 の も の が 多く , 反射 色 は , BAR 
単 八鹿 石 一 黒 圭 坪 脈 に 含ま れる 含 チ タン 磁 鉄 鉄 に 比べ て 若干 明る く 淡 神 灰 色 を し めす 。 

c. 陽 起 石 一 緑化 石 一 石英 一 赤 鉄 鉄 一 磁 鉄 鉄 一 硫化 然 物 この 共生 関係 は , 桂 賠 鉄山 , 

第 二 鉄 床 , 大 平 人 鉄山 下部 鉱床 に 

第 1 表 磁 鉄 鍼 の X 線 粉末 短 折 線 OS RO 

SEDO RGD Lew BOR 
BAD k > A BLSKMe OT 
ee 4.85 w | 4.83 m| 4.84 m いる 。 これ は , 一 般 に 自 形 性 強 
280) 4.97 mj) 2.96" mi) 207 8) 2 く , BARD SVU CHBRGL 
2.58/ s を 交代 し た 構造 を し ば し ば 残す 。 
Dol! ae 赤 鉄 鉄 は , 磁 鉄 鉄 結 品 の 内 部 に 
l 
l 
1 
1 


| 1 2 3 4 


(S10) 259 S28 5S | 255ouavs 


(400) | 2.099 s | 2.096 s | 2.097 s .097 w BAH, 自 形 板 状 (第 1 図 


Gy) 1.714 wf 1.717 wi] l.717 wi] l.74w 3 d) SSWURRMIAB GF 1 


511) | 1.617 m | 1.615 w | 1.615 m| 1.615 m ak = 
( ‘Ben’ 図 C) を も も , 一 見 磁 鉄 鉄 を 交 
Ce 1.485 m | 1.483-m | 1.483 m | 1.485 m fLUTHMLREDIARZSM, 
620 1.327 1.328 ‘ 

02 | iss aera 高 倍率 の 鏡 下 で は , 逆 に 板 状 の 
(642 1.118 w | 1.119 w ARERR BEAR LC BERKS FB 


ie) 


ay= | 8.397 + | 8.384 + | 8.303 4 | 8.394 + され て いる (第 1 図 e)。 


0.001 0.005 0.001 0.005 4. 文 線 粉末 名 折線 と 
1 岐阜 県 宮城 郡 河合 村 小 島川 文 流 。 2 檜山 郡 化学 成分 

(GRR 鉄山 西部 鉄 床 43,72 MAN RSE OR ak: geen 
HOSTS y BPG. 3 ALARM 1 gk | ELL, BHO RK 
PCP ORR. 4 檜山 郡 和 棒 。 SH AKSRO MEARS 
岡 鉄山 第 2 鉄 床 Bip =| KUBO Uae, 
fh ORG, ABB Fit AO RGD IE 
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a S27 — AUREL 
S. RAW, Mt. &F 7 7 RBG, Py. HPV 


b 穴 品 石 一 単 伏 亡 石 一 早雲 母 脈 中 の 含 チ タン 磁 鉄 鉄 Mt. 含 チタ ン 磁 鉄 鉄 Tl. F 
タン 鉄鉱 。 
c 陽 起 石 一 緑 蟹 石 一 石英 一 硫化 物 相 
Mt. 磁 鉄鉱 , TH. 赤 鉄 鉱 , Cp. 黄銅 鉄 , Py. 黄 鉄 鉱 , g. 脈 石 鉱物 。 
d FAH. Mt. 磁 鉄鉱 , HH. 赤 鉄 鉱 , Py. 磁 鉄 鉱 を 交代 する 黄 鉄 鉄 。 
e 同相 。 Mt. 赤 鉄 鉱 か ら 変 っ た 板 状 磁 鉄鉱 , ink AGRE, 8. 脈 石 鉱物 。 
f BER CAN ARAB PORBRR Mt. BT SRG, Mr. マル 
タイ ト , H. —weHGeGK, G. HPRGK (geothite). 
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学 成分 お よび 分 子 比 計算 値 を 第 


第 2 表 MRL | RRA RBA 2c, MEMDESSBCL 
DRO (LAD NTE LAF Heat 8 めし <。 RBLBOMD, FB 
Wt9 t9 “ane 
FeO 28.68 | CaO. Si0, 28S LD RRR AMLETERE B 
MgO 1.92 Mgo. SiO, 4,82 RLiro ae. 
MnO 0.27 FeO. SiO; CE ee 
CaO 135 MgO. Al,O3 = FRI, silicon の Cok 20 
Fe,O 60.51 FeO. Al,O 2.61 ie . 

Al20 1.52 CaO. Fe,O, ~ 一 49°930 の 線 を 基準 と し て 補 
Ne ee Fes i ee 正 し 計 算 し た 。 aA BHA 
TiO, 045 | FeO. Vd。' ーー 相 の 磁 鉄 然 を の ぞい て , 他 の 磁 
SiO, 4.69 FeO. Cr,O0 — : S な た め 混 合 
89-45 FeO. Tid,” ae aa 分 離 が 困難 な ~~ 

FeO. Fe,0, — 86.65 資料 を も ちい た 。 そのため, 
y-Fe,03 : < お よび 3 の AL Mg, Ca の 値 は 

100. 
脈 石 鉄 物 の 成分 の 価 を も し めし 
2 る SS 
第 3 表 磁 鉄 鉄 の 微量 成分 

Au Ca B Al i Mg co Ni 

+ + + +++ 44+ +++ + = 

+ = = + + + - + 

+ + - +++ - ++ - - 
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岡 鉄山 FHA OBEGRGK «3 桂 岡 鉄山 
物 相 中 の 磁 鉄 鉱 。 


陽 起 石 一 緑 鎌 石 一 石英 一 硫化 


第 1 表 か ら 知 られ る よう に , 各 期 の 磁 鉄 鉄 は 若干 異 つ た 格子 面 間 隔 を し めし て いる 。 
飛 弾 山地 の 磁 鉄 鉱 の 単位 格子 恒 数 は 桂 岡 地域 の 磁 鉄 鉄 に 比べ て 一 般 に 大 きく , BIBI 
示し た よう に ap=8.397+0.001 A eLYT.o Basta ix, Bisperg か ら の 比較 的 純 
RE 7 GRAS OCH 73 UGE EFF, Ap =8.396340.0005A の 値 を 計算 し て いる 。 こ 
れ は , 飛 弾 山地 の 磁 鉄 鉄 の それ と 接近 し た 値 を し めし て いる 。 本 地域 に な られ る 各 邊 の 
磁 鉄 鉄 は , いずれ る これ ら よ り 小 さい 値 を し めし て いる 。 

FesO』 の 単位 格子 恒 認 は , 多数 の 研究 者 に よ つ て 測定 され て いる が , その 測定 値 に は 
か な り の 相 異 が ある 。 こ の 原因 と し て は Bi ty BMOMFREMS ZENS B 
イィ オン 詩 換 に つい て は , 一 般 に Fe に 対し て Mnt+, Tit+ Vem AWA BE 
間隔 は 大 きく な り , その 他 の Mgtt, Nit+, COT+, Crtt+, Alt+++ pBBiag Zipaye 
は 縮 少 する と 言わ れ て いる 。 


on — A — RE REAR VCE 7 0.01 SB 含 チ タン 磁 鉄鉱 の 単位 格子 恒 数 は ay—8.384+4 
0.005 A LOL, Basta) に ょ っ つて 計算 され た 磁 鉄 鈴 ある い は 飛 弾 山地 の 磁 鉄鉱 の 
1) 


Basta. E. Z., Min. Mag, 31, 431.442, 1957. 
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し めす 値 に 比べ て 小さ な 値 を し めし て いる 。 この こと は , 反射 顕微 鏡 で みとめ られ る チ 
タン 鉄 鉄 ) ある い は , 役 量 成分 に し め さ れ て いる Ti の 含有 量 か ら 想 定 さ US HEF TERK 
DEK LLM ORRE LOL TS これ に 類する 現象 に つい て は , Basta) が Fe,O, 
と Y-FeTiO; と の 混 品 に よ ょ つて 説明 し , それ に 引用 され た Magnet Cove, Arkansas, 
U.S.A. の magnesio-titanomagnetite (Newhouse & Glass?)) の 単位 格子 恒 数 は 
ao 王 8.388 A で , 本 地域 の 含 チ タン 筑 鉄 鉄 の それ と 類似 し た 値 を し めし て いる 。 


Basta3) jx, X 線 に よっ つて 決定 され た 格子 尼 炒 の み に よ つて, その 原因 が 格子 欠損 に 
よる も の か イオ ン 置 換 に よる も の か を 決定 する こと は 困難 で あぁ る と の べ て いる が , 本 地 
BROGT I vREMI 反射 頭 微 鏡 下 の BAD, 分 光 分 析 の 結果 か ら み れ ば , ここ に は 
Fe,0, と Y-FeTiO; の 混 品 の 問題 を も 併せ て 考慮 する 必要 が あろ う 。 し か し これ は まだ 
含 チ タン 磁 鉄 鉱 の 精密 な 分 析 に よ ょ つて 確 め られ ね ば ぽ ば ならない こと で あり 今後 の 問題 と し 
て 残さ れる 。 

PABA ICA BNA RBREORF ERI, 比較 的 大 き な 値 を し めし 3ao テ 8.993 
土 0.001A を し めす 。 こ の 磁 鉄 鉄 の 格子 恒 数 , 化学 組成 は か な り 理 論 値 に 近い 値 を し め 
し , FeO・Fe。O。 に 対す る Y-Fe。0O。 の 値 は , 0.49wt% を し め る の み で ある 。 

陽 起 石 一 緑 灸 石 一 右 英 一 硫 化物 組合 わせ に 伴 な つて み ら れ る 磁 鉄 鉄 の 格子 恒 数 は , Lb 
較 的 大 き な 値 を し めし , PBB -AMARDOVLDLIELA LY 変わ ら な い 値 を し めし て い 
Bo この 磁 鉄 鉄 の 組成 は , BIRic みち られ る よう に 母 岩 中 の BRM MCR DNS 
Al, Mg, Ca 以外 は 少量 の Au, Ti が み ら れ る の み で , 磁 鉄 鉱 中 の 陽 イ オン を 交換 する 
よう な 成分 は 極め て 少な いも の と 推定 され る 。 


5. 考 察 


磁 鉄 鉄 の 反射 頭 徴 鏡 的 観察 や , XNA, 化学 成分 な ど に みせ る 相違 は , 上 に の べべ 
た 各々 の 共生 関係 で し め ゅ され る 暴 つ た 条件 下 で 形成 され た 結果 と み ら れ る 。 

失 唱 石 一 単 斜 箇 石 一 黒雲 母 脈 に 伴 な われ る BRR, チタ ン 鉄 鉄 が 格子 状 に 共生 す 
Bo 磁 鉄 鉄 と チタ ン 鉄 鉄 の 格子 状 の 共生 関係 に つい て は MARRS LOTEOLE LTA 
前 か ら 多 く の 報 告 が あぁ つて , Edwards? tk, 磁 鉄 鉄 ), チタ ン 鉄 鉄 の 高温 な 固溶体 か ら , 
ゆる や か な 冷却 の 過程 を へ ~ て 形成 され る と 結論 され て いる 。 こ の 点 は , また これ が 穴 品 
石 と 共生 関係 を し めす こと を みて も か な り 高 温 な 条件 で 形成 され た こと は 明らか で ある 。 

Fils, その 共生 関係 が し めす よう に , BRARACALN SHAKY 
フェ ルス 相 に 相当 する 石灰 著 酸 塩 変成 相 を し めす 。 こ の 相 の 砂鉄 鉄 は , 陽 イ オン 交換 , 欠 
損 度 の 共に 少な い 性 質 を し めし , 比較 的 完全 な 磁 鉄 鉄 と し て 形成 され て いる 。 

陽 起 石 一 緑 角 石 一 石英 一 硫化 物 相 に み ら れ る 磁 鉄 鉄 は , 鏡 下 の 観察 か ら 明 ら か な よう 
に , 硫化 鉱物 と 共生 し , 赤 鉄 鉄 を 交代 し て 形成 され た 様子 を し めし て いる 。 この よう な 


Basta, E. Z., Econ. Geol., 54. 698~719, 1959. 

Newhouse, W.H. and J.P. Glass, Econ. Geol. 31, 699~711, 1936. 
Basta, E. Z., pitt, 1997. 

Edwards, A. B., Textures of the ore minerals, 1954. 


ner ee Nee) a 


1 
2 
3 
4 


30 岩石 鉱物 鉄 床 学会 誌 


PN, 秩父 鉄山 D9 の , 人 石 鉱山 や の 磁 鉄 鉄 や , 新 第 3 紀 中 新 世 の 浅 熱 水性 鉱床 に 伴 な われ 
中 る 磁 鉄 鉄 に も み ら れ る 。 RM, Sch6ne Anfang? の 鉄 床 に も 報告 され て いる 。 秩父 鉄山 の 
TPIS, 新 第 3 紀 の 若 熱 水性 鉄 末 に も み ら れ る 磁 鉄 鉄 は sulphur compound に よる 赤 鉄 
鉄 の 居 元 作用 と し て 形成 され , 本 山 鉄 山 に み ら れ る 例 で は , 赤 鉄 鉱 が 黄銅 鉄 に 交代 され 
|『 る 部 分 の み 赤 鉄鉱 の 仮 品 を も つ 磁 鉄鉱 の 形成 が み ら れ る 。 LOMO 磁 鉄 鉄 も 硫化 鉱物 と 
密接 な 関係 を も つて 形成 され て いる こと か ら , その 成因 は 類似 の も の と 推定 され る 。 
この よう に , 高温 な 状態 か ら , 中 熱 水 性 と され る 各 相 に わた つて , そこ に あら われ る 
磁 鉄 鉄 の 性 格 に は 明らか に 異 つ た も の を みる こと が 出来 る 。 


附 . 酸化 帯 に み ら れ る 酸化 鉄鉱 


桂 岡 鉄山 , FESR BGRGK ARAM O Balt, SROMRREF IBALL CHS 
れ て いる 。 こ れ は , PBA BIMA MORRELL CT, 赤 鉄 鉄 , マル タイ ト , HORROR 
が 形成 され て いる 。 鏡 下 の 観 窒 で は , 第 1 図 a に し めし た ご と さく, ARM - BRM, 
磁 鉄鉱 の 周辺 部 ) あるいは , 磁 鉄 銘 中 の 府 張 の 周辺 部 を 交代 し て 形成 され る 。 マルタ イ 
ト は 磁 鉄 鉄 中 に 格子 状 の 秋 造 を 作り 破砕 部 附近 に 良く 発達 する 。 Rink, 磁 鉄 鉄 の 周 
辺 部 に 不 規 則 な 針 状 の 結 品 を 作る 。 これ ら の 購 造 は , 明らか な 二 次 生 成 を し めす 。 こ の 
+ 様 な マル タイ ト や 赤 鉄 鉄 の 形成 に つい て は , Gruner®), Geijer6), Weinert?) 7 ど は 天水 

の 作用 に よる も の と 考え て いる 。 FLOMROINSIOW TE, この 鉱 化 作用 の 終末 期 
の 黄 鉄 鉱 細 脈 が 共 に 福 鉄鉱 化す る こと , 酸化 帯 が 極 く 地表 部 近く に 限ら れる こと , 酸化 
as 帝 中 に は 褐 鉄鉱 化 し た 木 の 薬 が 挟 在 する こと な どか ら , 筆者 は supergene の 酸化 作用 に 

よる も の と 老 え て 来 た 。 ま た , COM, FEAF, 勝山 鉄山 の 重 品 石 鉄 床 に と も な 
われ る 福 鉄 鉱 や , 神明 鉄山 の 神 鉄 鉄 々 床 が 知ら れ て いる 。 桂 岡 鉄山 地域 の 鉱 化 作 用 後 の 
湯 成 二 次 変質 作用 は , これ ら の 成因 と 共に 考え て いか ね ば な ら な い 問 題 と 思わ れる 。 

ZEAL D RRO HGRA LIL, 竹内 その 他 に ょ よれ ば ば, 本 地域 の も の と 交 に 低温 型 の 
磁 鉄 鉄 ) す な わ ゃ 雲母 鉄鉱 険 磁 鉄 鉄 が 福 鉄 鉄 化 され や すい と 報告 され , それ に つい て 磁 

DEED fri fStED & AMAAL TVW Ho この 地域 の 工 鉄 鉄 の 偏 億 隆 は 比較 的 小さ く , Hc eaRS 
右 一 姿 畑 石 と 共生 する 高温 型 区 鉄鉱 に 特徴 的 な 福 鉄 鉱 化 が 認め られ る 。 これら の こと は, 
この 季 域 の 編 鉄 鉱 化 の 原因 が 磁 鉄 鉱 内 部 の 偏 位 性 に よる も の で な く , むし ろ 外 的 な 条件 , 
すなわち 酸化 帯 そ れ 自 体 の 機 村 に も と め ら れる も の と 考え られ る 。 

本 報告 を 出す に あ た つ て , 終始 御 指導 を いた だ いた 北海 道 大 学 理学 部 助教 授 豚 橋 三 男 
氏 , 分 光 分 析 , 化学 分 析 に つい て 種々 御 指 導 へ ふた だ いた 同 助 教授 戸 茹 賢 二 氏 , BER 
勝 井 義 邦 氏 に 深く 感謝 の 意 を 表す る 。 
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INTAKE OF PHOSPHATE BY INDIAN 
AND GEORGIA KAOLINITES 


Se IK. De 


Chemical Laboratories, University of Allahabad, Allahabad, India 


It has generally been suggested by Mitra and Prakash!) that 
the retention of phosphate ions by minerals may possibly be of three 
types: (1) counter ion exchange, (2) precipitation and (3) exchange 
of phosphate with ions on the surface of the solid. Counter ion 
exchange being a rapid reaction does not seem to play any appreci- 
able role in the phenomenon of phosphate fixation by clay minerals??. 
Majority of the workers believe that the last two reactions exert 
greater influence on the process than the former?’. With the intake 
of phosphate by kaolinites, the last mechanism has especially been 
associated, although, emphasis has also been put on the occurrence 
of reaction (2) in the process*). In the present study, an attempt 
has been directed to see how far the reactions (2) and (3) could be 
associated with the phenomenon of phosphate intake by an Indian 
sample of kaolinite (Jink Pani, Bihar) and also whether there is 
any possibility of penetrating into the primary factor influencing 
the process more, by preforming a similar study with a kaolinite 
sample of Georgia and judging the nature of their reactions with 
phosphates on the basis of their chemical composition. De*) noted 
that by following such comparative studies with clay minerals it 
becomes easier to indicate the actural factor which influences the 
fixation process more widely than the others. 

In view of undoubted difficulty with complex adsorbents, the 


1) Mitra, S.P. and Prakash, D., Nat. Acad. Sci. Proc. (Ind.) 24A, 169, 
1955. 

2) Borland, J.W.and Reitemeier, R.F., Soil Sci., 69, 251, 1950, Krish- 
namoorthy, C. and Overstreet, R., Soil Sci., 69, 41, 1950. 

3) Dean, L.A., Advances in Agron., 1, 391, 1949. 

4) De, S. K., Doctoral Thesis, Univ., Alld., 1960. 
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terms adsorption, fixation, retention and intake have been synony- 


mously used in the following lines. 
EXPERIMENTS 


The adsorption experiments were carried out with the kaolinites 
at 30°C from H;PO,, CaHPO,, NH, H,PO,, NaH,PO,, NH,NaPHO,, 
Na,HPO,, (NH,),;PO, and Na,;PO, at pH values 3.9 to 8.4. 

2.5gm. of the minerals (100 mesh sieved) were taken in several 
250 ml. conical flasks and treated with 100ml. of the phosphate 
solutions. The mixtures were shaken in a mechanical shaker for 
an hour, and kept for 48 hours in a thermostat at 30°C. The 
supernatant liquid was analysed volumetrically for P,O; content 
by the usual ammonium phosphomolybdate method. The chemical 
analyses of the minerals were carried out by the procedures described 
by Washington!) and Piper?). 

The sample of Indian kaolinite was obtained from Bihar, and 
Georgia kaolin from Ward’s Natural Science Establishment, Inc., 
U.S.A. The X-ray analyses of the minerals were originally 
performed by late Dr. S.P. Mitra. 

In the above tables it may be seen that the amount of fixation 
by both the minerals from the different phosphate solutions was 
enhanced as the concentration of the adsorbates was increased. 
This reversion was diminished, however, with increased alkalinity 
of the phosphate solutions. 

Further, the Indian sample of kaolinite (Jink Pani, Bihar) 
seemed to be a greater adsorbent of phosphate ion than the sample 
of kaolinite obtained from Georgia. 

The graph of log x/m (logarithm of the amount of phosphate 
adsorped per unit gram) against log c( logartihm of the final con- 
centration) has also been drawn to find the validity of Freundlich’s 
adsorption isotherm rule in the present invesitgation. 


1) Washington, S.H., The Chemical Analysis of Rocks, 4th. Ed. 1930. 
2) Piper, C.S., Soil and Plant Analysis, 1947. 
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Table 1. Comparative capacity of adsorption of kaolinite (Jink Pani, 
Bihar) for phosphate ion at 30°C. 


Initial Adsorption (x/m) (mgm. ) 


NH,H,| NaH, | NH Na, |(NH,) 
(mgm. ) HsPO, |CaHPO, PO, | PO Na HO, HPO, PO, 3| NazPO,4 
33.8046} 6.0316 4.8080) 4.1768) 3.3001 2.9540) 2.3360) 1.8168 1.2236 
16.9023} 3.4978} 2.9169) 2.6697) 2.3731 2.1259} 1.8787] 1.5697 0.8404 
8.4516} 1.5573 1.2483} 1.0629) 0.9540 0.8281) 0.7164) 0.5685 0.4573 
4.2258) 0.8652 0.7539) 0.6303) 0.5932 0.4820) 0.4326) 0.3831 0.2842 
2.1129} 0.3090 0.2719) 0.1977) 0.1606 0.1483) 0.1236) 0.0741 0.0494 
1.0564] 0.1359 0.0865) 0.0741) 0.0618 0.0494) 0.4324) 0.0308 0.0185 


Table 2. Comparative capacity of adsorption of kaolinite (Georgia) for 
phosphate ion at 30°C. 


Initial Adsorption (x/m) (mgm. ) 


NH,H,| NaH, | NH, | Na, |(NHy); 
PO, | PO, |NaHPO,| HPO, | PO, 


.4248) 3.8192) 2.9416 2.5832! ¢.9652) 1.5820 0.9640 
.7315| 2.4843) 2.3113 1.9405} 1.6933) 1.2607 0.5932 
.1494| 0.9640) 0.8771 0.7292) 0.6303} 0.4696 0.3584 
.7045| 0.5809) 0.5438 0.4326) 0.3955) 0.3338 0.2348 
.2443| 0.1730) 0.1359} 0.1236} 0.0988) 0.0494 0.0308 


.0741| 0.0618 0.0494] 0.0432) 0.0308} 0.0185 0.0061 


(mgm. )| H,PO,4 |\CaHPO, 


33.8046) 5.6485 
16.9023) 3.3124 
8.4516) 1.4584 
4.2258) 0.8157 
2.1129} 0.2842 
1.0564, 0.1236 


oOo OC 4 bit 


Table 3. Chemical analyses of kaolinites used in the present studies 
(Ovendry basis) 


Kaolinite (Jink| Kaolinite 
Pani, Bihar) (Georgia) 
Loss on Ignition 10.46 wt% 10.25 wt% 
SiO, 51.11 BS 
Sesquioxides peas 11.33 
Fe,O3 Lai 1.20 
CaO 0.525 0.462 
MgO 0.786 0.662 
P.O; 0.098 0.088 
Available P,O; (1% citric acid) 0.0089 0.0080 
6.1 pH 6.3 pH 
Ca 38.20 37.12 
ie Mg | 20.12 20.00 
K 0.05 0.08 
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Table 4. pH of the phosphate solutions containing 33.8046 mgm. of 
P,O;/100ml. of the a solutions 


ee | H,PO, | CaHPO, ae ie Be aes RE [Na,PO, 

pH | 3.9 | 43 | 46 | 5.8 | 78 | g.1 | 8.2 | 8.4 

aEDED ER A APPR EP tie SE a ah 
DISCUSSION 


From the foregoing lines it is evident that the phosphate ions 
from the different phosphate solutions were adsorbed by the kaoli- 
nite samples under different conditions of phosphate concentra- 
tion and on the nature of the phosphate taken. The adsorption of 
phosphate by these minerals varied in amounts, plausibly influenced 
by the varying factors of the adsorbing systems. 

There is considerable divergence of opinions regarding the 
mechanism of phosphate fixation in the systems containing kaolinite. 
From the nature and measure of adsorption it appears that in the 
present investigation the process has primarily been influenced by 
the following two reactions: (1) exchange of phosphates with 
ions on the surface of the solid, and (2) precipitation. 

The importance of kaolinitic minerals in phosphate and other 
anion exchange reactions has been emphasized by most of the 
workers in the line?). The manner in which the hydroxyl ion are 
exchanged from the hydrated sesquioxides by phosphate ions is 
said to occur also in their replacement from kaolinitic minerals. A 
number of workers have, however, concluded that the procedures 
adopted for the study of anion exchange capacity have not been 
mild enough to avoid any decomposition of the kaolinites and this 
provided conditions for the formation of one of the important 
hydrated sesquioxides viz, hydrated aluminium oxide. The 
compound becomes quite active in the system and plays important 
role in the phosphate exchange reactions. The exchange of hv- 
droxyl ions by phosphate ions in kaolinite has also been supported 
by Buswell and Dudenbastel?) on the basis of infrared absorption 


1) Gieseking, J.E., Advances in Agron, 1, 159, 1949. 


2) Buswell, A.M. and Dudenbastel, B.F.J., Amer. Chem. Soc., 63, 
2554, 1941. 
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studies. The possibility of such exchange reactions was support- 
ed further by McAuliffe et al”, who while making additional ex- 
change between duterium-tagged hydroxyl ions in solution and ordi- 
nary hydroxyl ions on the hydrated oxides and clay mineral surfaces. 
On the basis on structural arrangements of hydroxyl ions in kaolinite, 
it can be suggested that the exchange between the phosphate ion in 
solution and the hydroxyl ions of the crystal lattice account for the 
phosphate fixing capacity of kaolinite. The record of high phosphate 
fixation by the two kaolinite samples from acid phosphates and the 
reduction of this fixation from phosphates of increased alkaline 
reaction lends support to the contention that hydroxyl ions were 
exchanged from kaolinite crystal lattice for phosphate ions. 
According to Pauling?’ and Gruner®), the kaolinite packet has on 
one side a plane of oxygen ions in hexagonal arrangement, and on 
the other plane of closely packed hydroxyl ions. Therefore, it 
appears that in clays of the kaolinite group only hydroxyl groups 
on outer planar surfaces and on edges are accessible for exchange 
with phosphate ions. The possible occurrence of simple substitution 
of phosphate for hydroxyl ions on kaolinite minerals has also been 
presented by Stout??. 

From the record of greater adsorption from acid phosphate solu- 
tions, it also appears that besides exchange reactions, the preci- 
pitation of iron and aluminium phosphates contributed to a great 
extent the adsorption of phosphate ions by the two samples of 
kaolinite. Low and Black®) observed that from strong phosphate 
solutions, the formation of an aluminium phosphate compound from 
the decomposition of clay might lead to the reversion of phosphate. 
It is, however, generally believed that over short intervals of time 
and in dilute solutions decomposition of the clay does not occur. 
Under such circumstances, it rathers appears that a chemical 


1) McAuliffe, C.D. and Hall, M.S., Soil. Sci. Soc. Amer., Proc., 12, 119, 
1947. 

2) Pauling, L.N., Nat. Acad. Sci., Proc. U.S.A. 16, 123, 1930. 

3) Gruner, J.W., Krist., 83, 75, 1932. 

4) sstout, PR Soil Sct, soc, Amer, Proc) 4,177, 1939: 

5) Low, P. F. and Black, C. A., Soil. SciSoc. Amer., Proc., 12, 180, 1947. 
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adsorption of the phosphate takes place, and Prakash”) observed 
that the only attractive theory that could be given under such condi- 
tions was that the phosphate could react with the adsorbed aluminium 
ions or hydrous aluminium oxide surface films resulting from the 
weathering of the clay crystal. From the dilative study of the 
reactions of phosphate with ground kaolinite, Sieling?) concluded 
that the chief reaction was not between phosphate and kaolinite but 
between a product of grinding, possibly a hydrous alumina, such as 
A100H, and that hydroxyl ions were released during the reaction. 
This seems to be one of the causes for the high fixation of phosphate by 
the Indian kaolinite in comparison to the sample of kaolinite obtained 
from Georgia inspite of the fact that the mineral contains more iron 
and less sesquioxide than the former (vide table 3). It is interesting 
to note that phosphate fixation by the minerals has considerably 
been influenced by the silica/sesquioxide ratio (ss), increased adsor- 
ption having occured with the mineral (Indian kaolinite) of low as 
value. From a comparative study of the adsorption capacity of 
the two kaolinites and judging it on the basis of their chemical com- 
position, it is undoubtedly that this factor has made its impact felt 
above all other factors under suitable pH conditions of the medium. 
The samll adsorption of phosphate by kaolinite from alkaline 
phosphates may be conjectured either due to the absence of suitable 
conditions for exchange reactions, in which hydroxyl ions are released 
from the crystal lattice or due to the small activity of its iron and 
aluminium contents in presence of an increased number of hydroxyls 
in the systems. While the possibility of the fixation of phosphate 
by kaolinite as insoluble precipitate of calcium under such pH condi- 
tions can not be fully ignored because the smaples of these minerals 
contain small amount of calcium oxide and exchangeable calcium, it 
is rather more plausible to think that whatever amount is adsorbed 
by kaolinite the main reaction may be due to a process of exchange 
between phosphate of the solution and hydroxyl of the crystal lattice 


or hydroxyl of the hydrous aluminium oxide surface films. 


1) Prakash, D., Doctoral Thesis, Univ. Alld., 1956. 
2) Sieling, D.H., Soil. Sci. Amer., Proc., 11, 161, 1946, 
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By plotting the graph of log x/m (logarithm of the amount of 
phosphate adsorbed per unit gram) against log c(logarithm of the 
final concentration), it was found that Freundlich’s isotherm rule 
is not obeyed since the curves are not linear. From this it may 
be said that the adsorption phenomenon taking place is not a purely 


Fig. 1 dsorption of phosphate Fig. 2 Adsorption of phosphate 
ion by kaolinite (Jink Pani, Bihar) ion by kaolinite (Georiga) 
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physical process and may probably be occuring in multilayers. Ona 
perusal of Figs. 1 and 2, it may be seen that the curves are, in general, 
identical in nature and they run almost parallel to each other at very 
close intervals. This suggests that the interactions in all the cases 
‘te similar. This lends support to our view that phosphate fixa- 
sion by both the minerals occurs as a result of similar reactions 
mvolving release of hydroxyl ions with the formation of compound- 


‘ike products. 
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SUMMARY 


Phosphate adsorption capacity of two samples of kaolinites 
(Indian kaolinite and Georgia kaolinite) was studied with eight 
phosphate solutions of different pH. A comparison is made between 
their adsorping capacities for phosphate ions in order to arrive at 
reasonable explanations for this phenomenon. The adsorption of 
phosphate ions by kaolinites is said to involve release of hydroxyl 
ions from the minerals which may be a simple substitution or it may 
be due to reactions with hydrous iron oxide or hydrous aluminium 
oxide surface films. This conclusion is made on the basis of higher 
adsorption from acid phosphate solutions since there is greater 
possibility of release of hydroxyl ions in such media. In the acidic 
medium, adsorption is said to be primarily due to the precipitation 
of iron and aluminium phosphates while in the alkaline medium it 
is mainly due to the formation of calcium and magnesium phosphates. 
At all pH levels studies Indian kaolinite recorded higher adsorption of 
phosphate ions than Georgia kaolinite, since in the former a lower 
silica/sesquioxide ratio and a higher content of two important 
divalents were observed in comparison to the latter. 
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8382, 異常 原子 価 状 態 の OLEAC 
ARKAOFARRUBRA Johnson, 
W. 

CaO, Fe,O3, Cr,0; の 混合 物 か ら 種 
々 の ferrite を 合成 中 表記 の 新 化合 物 を 
見 出し た 。 そ の 一 つ は dicalcium ferrite 
(2CaO - Fe,O,) 中 の Fe,0, の 一 部 を 
Cr,0。 で 置換 し た 様 な 成分 , Bl CaCO』; 
Cr。O。 及び 夏 酸 第 一 鉄 を 混合 し , 最初 
1000°C, 1hr 加熱 し て 炭酸 塩 , ERR 
解 し た 後 更に 粉 循 成型 後 1200°C, Shr 加 
BL CEENZ%DCHSo Cr3+->Cr6+ 
の 酸化 に より Cr は 6 価 と し て 存在 し , 
3CaO - Fe,O, + CrO3 Bl} 3CaMO, で 
#boxn, M は Fe®+ & Cr6+ を 2:1 
の 割合 で 含み M の 平均 原子 価 は 4 価 と 
MOT, ペロ ブス 石 CaTiO。 型 化合 物 に 
HI4F Ao BR Ca, (Fe, Cr) ,01, Oft 
学 成分 を も ち GdFeO。 と 同形 で , a= 
5.415, bo==5.489, co=7.480A CHS, 
ゃ う 一 つの 化合 物 は CaCO。 と Cr。0。 の 
混合 物 を 900°C, 24h MAL Chon? 
SOC, Cr3+ の 一 部 が Cr+ に 酸化 さ 
れ , Cr 全体 の 平均 原子 価 が 5 価 と な り , 
更に 宰 気 中 か ら HO を 吸収 し て Ca; 
(CrOy)3 OH の 化学 成分 を も ち , a= 
9.76, co=7.01A で , これ は 燃 灰 石 Ca。 
(PO4)3(OH) に 相当 する 。 (Min. Mag., 
32, 408~411, 1960) [長谷 川 ] 


8383, 冊 石 研磨 片 及び 薄 片 上 の カリ 長 
石 と 斜 長石 の 染色 法 Bailey, E. H., 
Stevens, P.E. 

岩石 薄 片 の コバ ル チ 亜 硝酸 塩 法 に よる 
カリ 長石 の 独 色 法 は 既に 行わ も れ て いる が , 


新 に 人 稚 長石 の 染色 法 を 考案 し , MRE 
合せ て 両 鉄 物 を 撰 択 的 に 染色 する 潜 を 見 
出し た 。 こ の 方 法 は Ba が rhodizonate 
VkLOCRAREO 不 落 性 沈 淫 を 作る 性 
質 を 利用 し た も の で ある 。 即ち も 薄 片 を 
HE AQCREL, カリ 長石 に 由来 する 
K’ & NagCo (NO。) 。 液 で 黄色 に 染色 し , 
次 いで BaCl。 Wie CARA BK 
する Ca を Ba’ CBRL, 2neH 
色 液 (thodizon 酸 カ リ 塩 C,0,(OK)., 
0.05g+H,020ml) 13eUtTHEO Ba 
塩 を 形成 させ る 。 薄 片 の 場合 の RROW 
色 法 は 1) カバ ー 硝 子 を つけ な い 薄 片 を 
HF 液 (S296) を 入れ た プラ スチ ッ ク 府 
aLeS A CH e PIC LC YRC 10 Por 
ako 4S, 2) a5 VF RMR Y-—F UR (fe 
和 ) に 15 秒 浸し ヵ カリ 長石 を 染色 する , 
3) 軽く 水洗 , 4) BaCl。 深 液 5 %) に 
浸す , 5) 軽く 水洗 , 6) rhodizonte ye 
色 液 を 表面 に 滴下 し 斜 長石 を 赤色 に 染色 , 
7) 水洗 , PRED N—MEROWS o Hi 
RED BR ABest mw As An3 9% 以 
BCBRAHREASNS. この 方 法 は 
岩石 の モー ド 分 析 を 早く 正確 に 行う の に 
利用 され 得る 。(Am. Min., 45, 1020 
~1025, 1960) [長谷 川 ] 


8384, 高圧 高温 実験 装置 と ダイ ヤ モ ン 
ド の 合成 Giardini, A. A., Tydings, 
J.H. Levin, SB 

10 万 気圧 ) 約 3000C に 耐え る 装置 
を 試作 し , これ を 用 いて ダイ ヤ ャ モン ド の 
合成 に 成功 し た 。 径 約 lm の 装置 の 中 心 
ee 1/2 inch の 反 褒 シリ ンダ ー が あり , 
これ は 3 段 の ピス トン に よ ょ つて MESH 
Bo シリ ンダ ー の 外壁 は 薬 路 石 で 構成 さ 
れ , 内 部 の 試料 入れ に は 上 部 か ら Ni 一 


fb2 岩石 鉱物 鉄 床 学 会 誌 


石 曇 一 Ni OUR CM BAIR A, これ 
を 所 要 の 圧力 と 温度 に 加 圧 , 加 温 する 。 
この 装置 で 3 分 問 , 8ASTRE 約 
1560° に 保つ た と ころ 石 曇 帯 の 上 部 に 数 
個 の ダイ マモ ンド が 生成 され た 。 この ダ 
イィ イヤ ャ モン ド は , 最大 の も の で 径 0.5mm 
で , MREALEL, 八 面 体 と 六面体 の 集 
形 の 自 形 結晶 で , XBAI ay=3.57 A 
の 値 を 得 , ダイ ヤ ャ モン ド で ある こと が 確 
MEN. (Am. Min., 45, 217~221, 
1960) CRA 


8385, Tomhannock Creek [a& 
Mason, B., Wiik, H. B. 

米国 博物 館 所 蔵 の 標記 随 石 は 径 約 10 
cm OFAKC, BS 1082g (最初 は 約 
1.5kg あつ た も の と BONS), 比重 
3.65 で ある 。1863 年 New York yi 
Tomhannock Creek で 発見 ざさ れ た 。 成 
分 鉄 物 は Ni-Fe, troilite, chromite の 
th, BREA (ol) (a 1.674, y 1.709, 
Fog,), 288K (hy) (21.670, 71.682, 
Enss) KUSHOMRA (a’ 1.540, 7’ 
1.547, Ang.) で , HD ol, hy 及び 
ABA MABE RICFZRD 0.5 
~1.0mm の 球 題 を 令 む 。 6 ORRMILA 
KD ol と 柱状 の hy か ら 成 る も の で あ 
る 。 化学 分 析 の 結果 は Fell1.36, Nil.69, 
Co0.07,. FeS 5.26, SiO, 36.88, TiO, 
0.135, Al,O3 1.80, Cr,0; 0.30, FeO 
14.94, MnO 0.31, MgO 23.81, CaO 
1.39, Na,O 0.73, NO 0.095, PO, 
0.36, H,O 0.34, C 0.10, #+ 99.57 <@, 
Ez) V LGKNX Ni-Fe #4 1396, FeS 
56, ol 44, hy 24, di 3, ab6, an 1 
CHSo & Fe Hix 26.319 で 
Urey 及び Craig の 分 類 に 従え ば H BY 
に 属す る 。 従来 Homestead paG eye, 
同 さ れ て いた が 両者 は 別 の も の で ある 。 
(Min. Mag, 32, 528~534 1960) 
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8386, M 不 連 続 面 の 地球 化学 的 展 過 
Harris, P.G., Rowell, J. A. 
Lovering © M ARMICOW TO 
仮説 に 反論 し , 地球 外 卒 部 の 化学 組成 及 
UM 不 連 続 面 の 性 質 を 述べ て いる 。 
Lovering は 随 石 の 資料 や ェ ク ロ ジマ ヤ イ 
ト の 物理 的 性 質 等 か ら M 不 連続 面 に つい 
て , これ は 化学 組成 の 変化 する 面 で は な 
く て , いわ ば 相 転 移 の 面 , 玄武 岩 > マ エク 
ロジ ヤ イ ト , に 相当 する と 結論 し て いる 。 
著者 等 は 随 石 の 起源 が 不明 で あぁ あり, この 
化学 組成 か ら 地球 全体 の 組成 に 定量 的 に 
適用 する に 足る 証拠 は な い , M 不 連 続 面 
ボド が が エロ ジン ジ ShN で あ る 邊 る 
武 岩 中 に 包 有 され て いる HUA MIO Fe 
Rao, CNnkvsr7uvyri b 
団塊 が も つと に 量 に HoCKWV SCH 
4, RERSPCMB AL TT7 uly 
イト 団塊 は 伴 な われ ず , —ASRVa & BL 
Maas mst 良く 随伴 する , キン バー ラ 
イト は 大 陸 の み に 産 し , 太 洋 地域 に は 産 
し な い , 玄武 岩 汐 エク ロジ ャ イト か ら 生 
成 さ れ た と する と 両者 は ほ ゞ 同じ 化学 組 
成 で ある か ら PRARSRA CH SEAR 
で な いと 生成 され な い の に , MAA BHS 
行なわ れ て いる , エク ロジ ャ イト の 場合 
は , も つと 多量 に 酸性 岩 が あつ て 良い 等 
の 事 か ら Lovering の 仮説 を 反論 し た 。 
著者 等 は 地質 学 的 証拠 か ら 上 部 外 礁 部 は 
Sa OCA tS 0, M 不 連 続 面 
KR ad 5 MEAD (ESR ARAN 7 
化 面 で ある る と し た 。 (Jour. Geophy. 
Res, 65, 2443~2459, 1960) [ 書 木 ] 


8387, BOWELS (1) Shaw, 
D.M. 


EBRORMRU 岩石 学 の 文献 を 吟味 
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し た 。 新 分 析 9 個 を 含む 135 個 に つい て 
一 般 式 を 計算 し た 。 135 個 の うち 屈折 率 
は 64 個 に つい て 測定 され て いた 。 分 析 
の うち 64 個 は 不良 で あぁ あり, 46 個 は 叙 わ 
し く , 35 個 が 良好 で あぁ つた 。 EAD HS 
は 完全 に は 判 つ て いな い が , Wa4Z12O2aR 
の 一 般 式 が 与え られ る 。 

に > で W は 主として Ca, Na, K で あぁ る 
が 少量 の 他 の 金属 を 令 む こと が ある , Z 
は Si と Al CHO, BR Si BRIT 
Al が 不足 する こと が あり , RI OWUO 
こと も ある , Rik meionite 組成 の 時 は 
(COF SO OI Cl hs で あり 
(b) marialite の 時 は Cl, F, HCO。, 
HSO, OH で ある 。 この SM KT 
Mey。—Me,o を marialite, Mezo—Meso 
を dipyre, Mejo—Mego を mizzonite, 
Mego Mejoo を meionite と 名 付け た 。 
純 親 の marialite は 天然 に は 産 せ ず Me; 
—Meinn まで の 間 で ある 。 化学 組成 と 平 
均 屈 折 率 と 複 屈 折 の 間 の 関係 を 調べ , F 
ャ ー ト を 作 つ た が , Me は 組成 と 複 屈折 
の 変化 が 複雑 で 柱 石 成分 の 正確 な 決定 に 
用 いる こと は で き な い 。 K Me% て と 比重 
の 間 の 変化 る も うま く 相 間 関 係 を 示さ な い 。 
(Jour. Petr. 1, 218-260~1960) [青木 


8388, 南東 アメ リカ 合 衆 田 の 変成 時 期 
の 年 代 決 定 Long, L.E., Kulp, J.L., 
Eckelmann, F. D. 

K-A, Rb-Sr #2 LOC HRZ ZY 
カカ 合衆国 の Piedmont 及び Blue Ridge 
の 深 成 変成 岩 類 を 構成 する 花 賠 岩 , ペグ 
マタ イト , FRE, 片岩 等 に 就き 年 代 の 
測定 を 行 つ た 。 本 地域 の 大 部 分 は その 最 
初 の 変成 作用 時 期 信 Grenvill HER em 
同時 代 で , 900~1100m.y. で あぁ る 。 この 
古い 変成 地域 に 於 て 主要 な 造山 作用 現象 
が 最 絶 頂 に 達し た の は 約 350m.y. 前 で 
Spruce Pine, Franklin-Sylva, Bryso 


市 地方 に 於 て は 既存 岩石 の 再 結晶 作用 と 
ATVIAVORMALER Virginia, 4b 
部 Carolina Piedmontiz# TCE EO 
輝 入 を 伴っ つた 。350m.y. 前 と 1000m.y. 
前 と の 間 に 変 成 作 用 の 行わ れ た 有力 な 証 
PLATES SM ZO BIL 350m.y. 前 の 
ERE EAI ROC BREA OCH 
WEN CWS 北部 Carolina の 西方 に 於 
て は 同一 Cranberry gneiss 中 に 350m.y。 
前 と 890m.y. 前 と の 間 に 明 瞭 な 時 代 の 移 
り 変 り が 存在 し , 350m.y. 前 の 造山 作用 の 
方 向 を 横 に 切 つ て , 約 1008 EOE 
持つ て いる 。 Georgia の 南東 Piedmont 
と 南部 Carolina で は 230m.y. 前 と 310 
m.y. 前 と の 聞 に 1 回 乃至 数 回 若い 変成 時 
代 を 経過 し た 事 を 示す 岩石 が 見 られ る 。 

この 人 造山 作用 の 時 期 は , 中 央 及び 北部 
の Appalachian 造山 期 に 対比 され る る も 
OCHS. (Am. Jour. Sci., 275, 585 
~603, 1959) 【 植 田 〕 


8389, Ontario, Cutler 度 盤 の 鉱物 の 
年 代 測 定 Wetherill, G.W., Davis, 
(LOR GR 

Ontario, Cutler KMO7EMBEA TZ 
タイ ト 中 の 鉱物 を K-A, Rb-Sr, U-Pb, 
Th-Pb 法 に よ つ て 年 代 測 定 を 行なっ つた 。 
ペグ マタ イト は 花岡 岩 を 切 つ て お り , 花 
岡 岩 より も 明らか に 若い 。 し か し ペグ ゲ グマ 
タイ ト 中 の 白雲 母 と 長石 の Rb-Sr と K- 
A 波 の 結果 は , 1750m.y. 前 , これ に 対し 
(EME PORZRD Rb-Sr と K-A & 
の 結果 は 1300m.y. と な つた 。 その 他 の 
方 法 で 行 な つ た も の は 大 体 こ れ ら の 間 の 
年 代 を 示し て いる 。 この 様 な 相違 に つい 
て 次 の 様 な 説明 を し て いる 。 即ち (Ei 
と ペグ マタ イト は 1750 へ ~1800m.y. 前 
に 形成 され , FTCORMHAO KATE 
素 は 壊 放し 始め た 。 し か し 200°-300°C 
の 温度 に 保 た れ た か 或 は 動力 作用 に より 
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花 同 中 の 黒雲 母 は Sr と A を 失 な い , 一 
方 ペグ マタ イト 中 の 白雲 三 は A の み を 失 
な つた 。 (EMA HORER MARZO 
THE RPO. SILT 400m.y. 
PITRE MEPL, AABMLE CH 
ろう 。 し か し この 様 な 証拠 は 岩石 学 的 に 
WHERAN TORY. これ ら の 年 代 測 定 
か ら , 種々 の 鉄 物 に つの 1 方法 或いは 1 
鉄 物 に いく つか の 方 法 に よ つ て 求め た 結 
果 は 一 致す る こと を 示し , 必ず し る も 花 税 
岩 体 の 卓上 出 作用 の 時 期 を 示さ な いこ と が 
HOR. この 様 な 複雑 さ に も 拘ら ず , こ 
れ ら の 年 代 か ら Culter 花 答 岩 は Grevlle 
変成 作用 と 火成岩 導 入 期 の 前 に 形成 され 
な る の で 肖 最 下部 ブレ の シテ リア 紀 と と 
BAHN. (Jour. Geophy. Res. 
65, 2461~2466, 1960) (BA 


8399, Colorado, Tenmile iff 
Precambrian SR O¢p++ RK 
Koschmann, A.H. 

Akive, 片 麻 岩 ミグ マタ イト 等 より 成 
る Precambrian complex は Silver 
Plume 花 悦 岩 に 対比 され る 多数 の 花 向 
PRICE IC HRO CHa, Colorado の 
Tenmile 山脈 の 山頂 並び に 上 部 傾斜 部 
に 沿 つ て 細長 く 帯 状 に 露出 し て いる 。 こ 
の 変成 岩 類 は 東 長 質 の も の が 卓越 し , 黒 
EE, fA, WAI k CENA, BRI 
AB ARREABADSIR, Ly <a, 
不 規則 な 形状 で , BREE LIBR YAS 
て いる 。 変成 岩 類 を 構成 する 種々 の 岩石 
類 は 多分 砂岩 , 頁岩 , ARSE YRS 
初期 の 堆積 岩 類 の 種類 に 関係 する 。 変成 
岩 類 と Silver Plume 花 賠 岩 の 右 英 と 
長石 と の 関係 か ら 岩 夏 の 起源 と 増進 変成 
作用 に 重要 な 知識 が 得 ら れる 。 変成 岩 類 
EEC BRIS EMOSKINS, HH 
Ove hash & HERES Hp, 一 部 長石 に 依 つ 
て 赴 換 され て いる 。 ELL CARMA 


状 集合 物 と し て 産 し , 或 る る の は 枝 を 出 
し た 網状 長石 に 包ま れ て 終 合 結晶 を な し 
て いる 。 長石 の 不 規則 な 小枝 脈 , 小針 が 
石英 の 結 品 境界 , BACWoOtCHHER 
いて を り , 長石 化 作 用 の 嘱 い 石英 質 変 成 
AOHS) OWA 長石 が 石英 結晶 間 を 
FEL CWO So 石英 は 叉 球状 包 有 物 と し 
て 長石 中 に 産 す る 。 変成 岩 の 主 要 鉄 物 の 
BOS, SRAM LY YH 
に 生成 され た も の で あぁ あり, BBRMIER 
DBD CRED 生成 物 あ る こ と が 判 
る 。 同 一 の 共生 関係 が Silver Plume 花 
fd aC Lb NBs OME BRE 
ZEN 4 D BAH IC ROC 生成 され た 
も の と 結論 し た 。 (Bull. Geo. Soci, 
Am., 71, 1357~1370, 1960) (hapa) 
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金属 鉱床 学 
8391, 海 成 堆積 の 鉄鉱 の 起源 
Borchert, H. 
天然 に は 鉄 は 有機 物 の 存在 に よっ つて 量 
する 層 元 性 環境 の 下 で の み 可 溶性 と な り , 
遊離 し た O。 が 存在 する 場合 に は 主 に 3 
fii DIRRE CLIT Bo その 様 な 条件 は 大 
陸 に 植物 が 発生 し た Devonian 以後 の 
環境 で あり , Devonian 以前 で は 大 陸 に 
は 可溶性 の 鉄 が 大 量 に 生ずる 様 な 条件 は 
存在 し な か つた 。 鉄 鉄 層 は Devonian jy 
後 の み な ら ず , それ 以前 の 生成 の も の る も 
多数 知ら ちら れ て いる 。 これ 等 は 多く の 地質 
学者 に より , 大 陸 か ら 深 解 し て る たら さき 
ALTA GRO EK PCB PBL AEP 
と 考え られ て いる けれ どる も , 前 記 の 理由 
に よっ つて 少く と も Devonian 以前 に は 
その 様 な 原因 で 鉄 鉄 層 が 生じ た 事 は 全く 
考え られ な い 。 実際 に 現在 の アマ SN 
で の 研究 で は 河川 中 の 鉄 は か な り の 量 に 
な る が ,' 多く の も の は 水 に 溶解 し て いる 


iD 
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状態 で は な い 。 この 河口 附近 の 海水 中 で 
は 大 西洋 の 他 の 地区 より も むし ろ 鉄 に 乏 
し い 。 この 様 な 事 は 鉄 録 層 の 鉄 は 大 陸 か 
ら も る もたらさ れ た も の で は な い 事 を 示し て 
いる 。 即ち 海 成 堆積 物 に 伴う 鉱 鉄 層 の 鉄 
は , その 始 ど 大 部 分 が 海水 それ 自体 に 含 
まれ て いた の で あつ て , 海水 中 か ら の 沈 
上 誠に よる と 考え られ る 。 それ は 海水 中 の 
PRC LO CROME 4 竹 の SRRMO 
HERBERT 0 FE OKEMOK RM Cis 
遊離 酸素 に 富む 強い 海流 が あり , こ ゝ で 
は 大 陸 か ら の 砂 際 と 共に ATR REO JS 
を 形成 する 。 この 中 に は 石灰 質 の 化石 を 
伴う 。 これ より や ・ ゝ 深い 酸素 の 逐 し い 所 
で は 粘土 質 炭 酸 鉄 鉄 が 生じ , この 中 の 姜 
鉄 鉄 は 細 料 の 姜 面 体 結晶 又は 団塊 , 結核 
体 と し て 存在 する 。 FIC CRYO 
近く で は chamosite £ L CYT So 
腐 泥 想 そ れ 自 体 の 中 で は バク テリ ア に よ 
り 黄 鉄 鉄 と し て 生じ , RERERT x 
の 生成 機巧 は Krumbein 及び Garrel 等 
に より 求め られ た 鉄鉱 物 の PL 及び Eh 
に 対す る 安定 領域 の 関係 に より 物理 化学 
的 に る 根拠 を 与え て いる 。 (Instn. min. 
metall., 640, 261~279, 1960) [鈴木 


8392, 印度 , Visakhapatnam 及び 
Srikakulam 地方 の マン ガン 鉱床 の 模 
ic¢iBfi Krishna Rao, J.S.R. 

南 印 度 の 東部 Visakhapatam 及び 
Srikakulam 地方 は 主 に Khondalite 
series の 変成 岩 が 分 布 し , ARMA 
ERA ie, EA, BRAK 
岩 及 び 合 マン ガン 岩石 が 分 布 す る 。 含 マ 
VAV BLT v7 YEE, spandite, 
EES OG v 7 vy IBS Shipm b 
な る 。 これ 等 は 花 賠 岩 及び ペグ マタ イト 
に より 中 入 せら れ て いる 。 マン ガン 鉄 床 
ER, 塊状 及び 交代 性 の も の が あり , 


層状 の も の は 主 に 酸化 マン ガン 鉄 よ りな 


り , 上 記 の 准 片 麻 岩 に 伴 つ て RS AIC IR 
fat So 一 般 に 層 厚 は 20~25 ft で , 

Kodurn, Garbham Se Cl dic bY 
2 層 に な つて 見 られ る 。 塊状 の も の は 閣 
IRE SL, 層状 鉄 床 と 密接 に 関係 する 
が , その 分 布 は 母 岩 の 走向 方 向 と は 一 致 
せ ず , MERA AT MAID DY, 

R< BALAK, 変質 作用 及 
びそ の 濃縮 に よ ょ つて 生じ た も の で ある 。 

交代 性 の も の は 鉄 床 と し て 重要 な も の で 
は な い が , FSC MREL TOR SSN 
た 酸化 マン ガン 鉄 に より 母 岩 の 一 部 が 交 
代 さ れ た も の で ある 。 最も 初生 的 な 層状 
鉄 床 は この 地域 の 地層 中 で は 最 下部 を 占 
め , khondalite 及び 石灰 質 片 麻 岩 の 原 
41 Ch SBLARUAKEAD 水 成 物 の 堆 
積 中 で 特定 の 位置 を 占め る と 考え られ る 。 
そし て 印度 に お ける 最も 古 期 の 地層 中 に 
は 主要 な 3 つの 造山 期 Satpuras (955 
M.Y.), Eastern Ghats(1,570M. Y.), 
Dhar Wars (2,300~2,450M. Y.) 2H 
り , 夫々 に 関連 し て マン ガン 鉄 床 が ある 
A, 東 地 域 の も の は Eastern Ghats 造 
山 運動 に 関係 する 。 (Econ. Geol., 55, 
827~834, 1960) [鈴木 ] 


8393, 微小 球状 草 鉄 鉱 の オー スト ラリ 
ア に お ける 産出 Baker, G. 

BU) HR BERGE Bl “framboidal” 
pyrite の 起源 に つい て は 相対 する 二 つ の 
意見 が あり , その 一 は 鉄 化 バク テリ マヤ る も 
LC BERIMBAU? oolith と 
みな す 同 時 生成 因 説 で あり , tthrsBokve 
浅 物 と 考え る 後生 的 成因 説 で ある 。 オー 
スト ラリ ア に お ける framboidal pyrite 
は Mt. Isa Ag-Pb-ZngKpR (= DSK RPE 
DyOKMOwTX Grondijs, H.F. & 
Schouten, C に より MvkteyRnyz~5 
れ て いる 。), Branch Creek の pyritic 


slate, C.S.A. 鉄山 に お ける Pb-Zn-Cu 
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gkrk, Commonwealth licBWS 
Pb-Zn-Ag-Cu SKA EC 見 られ る 。 
Mt. Isa RU Y 7) FAO Shear 
され 変質 し た 石灰質 頁岩 中 に BAL, 
Branch Creek の も の は 副 ~ 中 変成 の 先 
カン ブリ ア 紀 の 頁岩 中 に あり , C. S. 
A. 鉄山 は シル リア 紀 の 岩 石 中 に あり , 
Commonwealth kljs 1) 7 AOR 
PCB L TW So CNS ORRICE 
ける framboidal pyrite (i 1~30 = 
クロ ン で , Fah EGAABRYD L ¢ dE 
RR, RCRA REARL, また 脈 石 鉱 
物 ・ 硫 化 鉄 物 を 包 有 する BRAD bn 
る 。 これ ら の framboidal pyrite の 成 
因 に つい て は 完全 な 結論 を 得る に は 至 つ 
ぷぷ な いい UC Branch Creek 
に お ける 老 察 か ら , その 特徴 的 な 外形 
母 岩 に は スレ ー ト 艇 開 ボ が 発達 し て いる に 
も 拘ら ず 球 状 体 は 歪曲 され て いな い 点 , 
大 さ で は ペク テリ アテ ア の 大 さと も 一 致す る 
こと 。, oolith と きめ る に は 特有 な 核 構造 ・ 
同心 構造 ・ 放 射 状 構造 の 見 られ な い 点 , 
syntectonic の 結晶 生成 と 考え る に は 
包 裏 物 の 螺旋 状 配 列 の LE nw Az EO 
諸点 を 挙げ て 批判 し な が ら , COBRA 
が 低 変成 度 の 頁岩 中 で え スレ ー ト 油 開 の 方 
PV — FINCH 720, Eve “nodes’’ jk 
に 生成 する た め に は , それ 自体 が 既に 以 
前 か ら 存 在 し て いた が , BSL IAB 
開発 達 の 過程 で 生成 し た か の 何 れ か で 
ある と し て いる 。 筆者 は framboidal 
pyrite の 起源 に 関し て は , 既に 知ら れ て 
いる よう に 一 つ で は な く , 生物 起源 (A 
えば (“vererzte Bakterien”) の も の る も 
ある し , 無機 起源 の も の も ある と 考え て 
いる 。 高 framboidal pyrite は Branch 
Creek Cis RRR B L ¢ (aE ORD 
な ど よ り 明 か に 早期 生成 で ある 。 (N.J. 
Mines., Abh., 94, Festband Ra- 
mdohr, 564~583, 1960) [山岡 ] 


8394, 土壌 及び HERO Mo の 新地 
化学 探査 法 Perry, T.K. 

Mo の 微量 定量 法 と し て 従来 用 いら れ 
で きだ チ ナチ オシ T vy Bae bY, Mo-xan- 
thate に よる 比 色 法 が 優れ て お り , これ 
が Mo の 地 化 学 探査 法 と し て 有効 で あ 
る 。 試 料 0.5g を K,CO,+KNO,3.0g と 
幣 融 し , 水 に 溶解 , eye’ HCl 酸性 と 
し アミ ル ア ル コー ル で Mo を 抽出 する 。 
次 に アミ ル ア ル コー ル 層 を KERAL, 
Mo を 水 座 液 層 @ SS 
HCl 及び K-ethyl xanthate を 加え 
る 。 Mo は xanthate 錯塩 MoO。・2(SC 
(SH) (OC,H;5)) を 形成 し 淡紅 色 ~ 濃 赤 
RAPE A. これ に ベン ゾー ル を 加え 
Cire, SHB NAYV VY —-VBICHLT, 
LORY Y— YAR & ARB BOE 
度 計 (510uu) で 標準 試料 と 比 色 する 。 
放射 性 同位 元素 を 用 いた と ころ , 試料 中 
D4 Mo 含量 の 45% が 最後 の 錯塩 と し 
て 抽出 ざさ れる だ け で ある が 月 ざ の 誤差 ば 
PUERCO’ TS STILE SO, Mo 
の 評価 法 と し て は 支 差 な くい 。 標準 試料 は 
MoO, # KOH に 落 解 し HCl Cie re 
に し た も の を 用 いる 。 定量 範囲 は 高 濃度 
の 場合 に 適し て お り 5~800ppm の 定量 
が 可能 で ある 。 こ の 方 法 は W に ょ よる HE 
る なく , 野外 で 利用 され 一 人 一 日 約 30 価 
の 試料 が 処理 で きる 。 (Econ.Geol. , 55, 
1232~1243, 1960) [山岡 


8395, New Mexico (cKRIJSZ BA 
と 金属 鉱床 Belt, C.B.J.R. 

従来 熟 水性 鉄 床 は , = HE PYRO aE» 
ba L TOYA, PitfKaA BYR L 7h DO 
と され て いる が , この 概念 を 論証 する 目 
上 的 で , 熟 水性 鉄 床 附 近 に 分 布 し 鉄 化 作用 
と 成因 的 に 関係 ある と PONSA 
岩 類 の 岩石 学 , 熟 水 秦 質 作 用 及び これ ら 
に 含ま れる Cu, Zn の 分 布 等 を 研究 し 


ip 
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た 。 研究 対象 と し て Hanover-Fierr & 
WE ( 含 磁 鉄 鍼 一 PUR ABEAE LEAR), 

Magdalena BAS (@PQHieAgk— He 
SK ABUKESKPR), Lordsburg BA (@ 
a SSA —PIAE PASK— Ty BABKSAMR) = が 選ば 
れ , BAUR Reine Ev = 
岩 か ら calci-alkalic (EMBORDALEA 
し て いる 。 実験 の 結果 , 鉱脈 の 少 い 地域 
OKRA POSE ty (Cu, Zn) 
分 布 量 は 初生 の 火成岩 構造 , 成分 等 に 支 
配 さ れ , 変質 作用 と は 関連 性 が な く , BK 
脈 か ら 岩石 中 に BA され た 金属 量 は 少 
Wo これ に 反し て 釣 脈 の 多い 地域 の 火 成 
岩 母 岩 中 の 金属 イオ ン 分 布 量 は 初生 火 成 
岩 の 様相 に 支配 され る 事 上 少く) むし ろ 変 
質 作用 と 密接 な 関係 を 有 し て お り , この 
BLAIR IKI OF N\BHAO 部 分 に 於 て も 
同様 の 事 が 云い 得る 。 上 記 の 事実 は , 1k 
成 活 動 と 鉱 化 作用 の 因果 関係 を 示す も の 
OGM, 他 の 鉱 化 帯 の 資料 と 平行 し て 老 
By ABBAE LW. (Econ. Geol., 
55, 1244~1271, 1960) (BE) 


石油 鉱床 学 
8396, 石油 探査 の た め の 粘 土 鉱物 の 応 
用 Weaver, C.E. 

Mid-Continent の Upper Mississi- 
ppian か ら Lower Pennsylvanian の 
間 で , Fitekwadm (clay suite) に よ 
つて , それ ら の 堆積 物 の 供給 源 や 構造 発 
冒 央 の 反映 を と ら え る こ と が = で きる 。 
南部 オク ラ ホ マ の Ardmore basin で 
Meramecian, Chestorian, (Up. Miss), 
Morrowian, Atokian(Low. Penn. ) の 
各層 が illite, illite-chlorite, mont- 
morillonite- mixed-layer, illitechlo- 
rite-kaolinite-mixed-layer の 各 clay 
facies で 夫々 の 層 区 分 な り 細 分 な り が 
THE CHS L, 同時 に 詳し い 対比 も で 


き て いる 。 また 一 方 堆積 環境 の 解 析 の 
面 で は , 現世 で も 地質 時 代 で も , 砂岩 , 

He, BAREORXO clay suite が 特 
徴 的 に 区 別 さ れ , PtkoO me CAMED 
barrier に な つて いる 場合 ) それ ら の 陸 
側 と , 海 側 と で その clay suite を 異 に 
l 飲 で いる 事実 か ふら も る こら じじ た barrir, の 
存在 を 指摘 で きる こと に な る 。 積 成 盆 地 
全域 に つい て , clay facies の 分 布 状 況 を 
知れ ば , 堆積 過程 が 一 層 明 ら か に する こ 
と が で さき よう る また 南部 AT ZR, 

Springer 層 の 例 で は , 層 区 分 や 境界 の 決 
定 が 電 検 な ど 他 の 方 法 よ り る も 詳し くつ か 
むこ と が で き て いる 。 更に 堆積 過程 や 変 
RENE: FIZ RT ENT SH 
ス に 路 る Quachita HAI 5 HERD 
POREERM ERNST SHC KEY, illite 
WE OBR L750, その sharpness 
ratio か ら Quachita type の 堆積 物 は 
2.54-5.0u, それ の foreland type が 
<2.54 と な る し , 同時 に kaolinite で 
以 て geosynclinal facies と foreland 
facies と が 区 別 す る こと が で きる Hic 
興味 ある こと は , U.S. A の 産油 量 が 
pre-Cambrian か ら Pliocene まで の 
間 で , その expanded clays の 含有 量 
と 密接 に 関係 し て いる こと が 云 える 様 で 
あり , これ は expanded clays (mont- 


morillonite, mixed-layer-illite-mon- 
tmorillonite, chlorite-montmorillo- 
nite) が が, 他 の clay より も 埋没 の 深き に 
MOS, 間隙 水 を , より 多く 保存 する こ 
と に 関係 が ある も の と 考え られ る 。 has 
か な り の 埋没 深 度 の も と で 出来 た と する 
と , expanded clay を ふく む 頁 岩 は , 

それ か ら 油 を 運び 出す 水 の 重 要 な 源 と な 
る で あろ 3 う 。 BR, 第 三 紀 及び 古生代 の 
夫々 の 類似 し た (montmorillonite を 
ふく む ) 頁岩 に つい て 比較 する と exp- 
anded clay layer の 崩壊 は 深 さ に 関係 
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する が , 間隙 水 の 逸 出 は 時 間 に 関 係 し て 
いる 。 こ の 様 に 過去 20 年 内 外 の 問 に, 

粘土 鉱物 の 地質 学 的 な 意義 は , 地層 の 同 
fe, 堆積 環境 の 如何 を は じ め 石 油 地 質 学 
え の 応 用 と 急 足 な 発展 を 示し て 来 て いる 。 
(Bull. Amer. Assoc. Petrol. Geol., 
44, 1505~1518, 1960) [加藤 ] 


8397。 ニュ ユ ュー イン グラ ンド 及び 東部 カ 
ナダ の 粘土 及び 粘土 鉱物 Allen, V, T., 
Johns, W.D. 

STOEL AS RE D HERR STS 
示 者 と し て 役立つ か どう か , FEES IZ 
LOC, それ を 含む 堆積 物 が , 海 成 か 非 
海 成 か を 知る こと が 出来 る か どう か を 検 
討 す る た め , 56 個 の 試料 を 表題 地域 か 
ら , 各地 質 時 代 , 各 堆 積 環境 を 代表 する 
ょ うに 選び , これ に つい て 岩石 学 的 及び 
X-ray 研究 を 行 な つ た 。 BY KAR 
或いは hydrous mica 及び 緑 泥 石 は , 
上 記 海 成 頁 岩 に 豊富 な 粘土 鉱物 で は ある 
が , hydrous mica の み を 含み , 他 の 粘 
LBM ZERO 2 つの 試料 が , 夫々 海 
成 ; 非 海 成 で ある 例 が 示さ れ , LFO KEL 
鉱物 組合 せ が 必 ず し も , その 環境 を 示す 
の に 信頼 すべ きる の と は な ら な いこ と が 

B48 X W720 hydrous mica, YEA BRIX 
vermiculite の 組合 は , JERROD 
土 中 に 豊富 で , また 第 4 紀 の 海 成 化石 を 
含む 粘土 中 に も 豊富 で あつ た 。 水 河 漂 石 
粘土 中 に る カリ KEG LE ~=vermiculite 
BEEN COR 結局 , 粘土 鉱物 組合 せ 
は , その 堆積 し た 環境 より も , それ ら の 
粘土 鉱物 を 含む 堆積 物 を も た らし た 供給 
地域 の 影 者 が より 大 きい こと を 示し て い 
る 2。 化 石 及び 堆積 構造 か ら ; 明らか に 非 海 
成 の 環境 を 示し て いる と 思わ れる HAL 
頁岩 の 試料 で は , kaolinite BH ACH 
つた が , この kaolinite は , 地表 風化 と 
熱 水 落 液 の 交代 作用 に ょ っ つて 生じ た 陸上 


—VbSZDAV VY HEbD 5 RAMS 17 
も の で ある ろ る 。 (Bull. Geol. Soc. Am., 
71, 75~86,1960) (HA) 


8398, カリ フ オ ルニア 州 沖 Anacapa 
島 周 縁 の 陸 棚 堆積 物 と 堆積 環境 の 関係 
Scholl, D. W. 

Anacapa 島 は Continental Borderl- 
and (Shepard and Emery,1941) と 
し て 知ら れる 南部 カリ フォ ル = ア 沖の サ 
ンタ バー バラ 諸島 の 中 で 最も る 小さく, 東 
西方 向 に 細長 く 件 び た 長 さ 僅か に 5 AB, 
面積 1 平方 唱 の 島 に 過ぎ な い 。 し か し な 
WS, ONECIOBOMBRMIC OWT 
は 殆 ん ど 見 る べき も の が な さく, 著者 は こ 
れ に 知見 を 加え る と 共に 周縁 の 陸 棚 堆積 
物 の 分 布 と 特徴 を 地質 及び 周辺 の 堆積 葉 . 
境 と 関連 づけ な が ら 検 討 し た 。 島 の 大 部 
分 を 構成 し て いる 地質 は , 中 部 中 新 世 の 
Conejo Kile (Klaas, 同質 
KEES) CANCER ESL BEN 
1.700 ft), 中央 部 の 高地 に は 更新 世 の 
海 成 及び 非 海 成 の 段丘 堆積 物 が 分 布 し て 
いる 。 更に 周辺 の 陸 棚 に も Conejo sky I 
岩 類 の 発達 が 認め られ る が , Anacapa 
水道 の 西側 に は 中 新 世 の Monterey 頁岩 
DRL TCOSo BORO KEM 5 EK 
集 し た 堆積 物 試 料 に 基づき , sediment 
type の 分 布 図 を 作成 し , 更に 夫々 の 試 
BCOW CRRA (TAY -BRU 
UN» b#), CaCO; & (HCl の BRE 
it), 有機 物 (有機 炭素 x1.7) , 重 鉱物 
組成 等 を 調べ た 。 この 結果 を 夫々 等 量 線 
で 図示 し , [TROBE WER & RP RE 
の 区 域 に 分 け , 各地 域 の 分 布 ・ 特 徴 を 論 
じ た 。 東 及 び 西 側 は 流速 が 激しく , これ に 
起因 し て 堆積 物 は 細 尊 物 の 沈 積 なく, 
動植物 の 破片 を 含む BRADAD~ He 
特徴 づけ られ , し か る も 全て Conejo 火山 
岩 類 と Monterey 頁岩 に 由来 し , 周辺 を 


i 
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構成 し て いる 基盤 の 地質 が 地域 的 に 堆 
積 物 の 型 の 分 布 に も 反映 し て いる 。 BO 
南側 の 陸 棚 で は , 主として 中 ~ 細 粒 砂 か 
ら な り 重 鉱物 に よる 解析 か ら , これ る も 明 
ら か に Conejo 火山 岩 類 か ら 由 来 し た も 
の で ある 。 また 全般 的 に 堆積 物 の 分 布 は 
海流 と 海底 地形 に 影響 し , PATA TH 
積 作 用 と 酸化 環境 に ょ つて 有機 物 の 保存 
が 悪い が (0.796), し か し 局部 的 に は 細 
RHR PIES (2.7%) し て いる と こ 
ろ る も 見 られ る 。 北側 で は 砕 選 物質 の 堆積 
物 が 卓越 し , し か る も る 海 岩 か ら の 距離 に 応 
UT Md が 減少 し , 相対 的 に 他 の 地域 と 
比較 し て 堆積 作用 も 早く 行なわ れ , し か 
も 海流 に よる 妨 た げ も 少な く 厚 く 堆積 し 
て いる 。 MEH & HEREC t HbR dD 
ら 詳 細 に 検討 し て 行く こと は , 堆積 学 の 
基礎 的 問題 の 解明 に 重要 で ある 。 (Jour. 
Sed. Pet., 30, 123~139, 1960) 

(SH) 


8399, 永久 凍土 地帯 に 於 ける 石油 層 の 
Haws (アラ スカ 州 ウ ミア ト 油 田 に 於 
ける 実例 ) Baptist, O.C. 

ウミ アト 酒田 (69° 23'N, 152° 19’W) 
は アラ スカ 州 の 北端 バ ロ ウ 中 の 東南 180 
mY, 1944 年 より 1953 ICHAT 
メリ カ 海 軍 省 の 探検 作業 に より 発 油 さ れ 
た 大 油田 で ある 。 この 地域 は 北 水 洋 に 面 
し て 地下 1000’ 迄 は 永久 凍結 層 を な し て 
いる 。 出 油 層 は ABA BL, 深度 は 
745 PR~2805R に 豆 つ て お る 。 試掘 井 
11 St =f 6 Seas Hy L reas, 出 油 試験 に 
於 ける 排 油 の 挙動 が 甚だ 不正 規 で あつ た 。 
1 例 を 挙げ る と 僅か に 200 REN 7: 2 FE 
で 共に 良好 な 油 兆 を 有 し な が ら , 一 方 は 
AP 400 ベレ ル を 示し , 他 は 人 皆無 と いう 
こと が 生じ た 。 無 出 油 の 原因 は 油層 中 に 
ある モン モリ ナイ ト が 泥水 の 肖 透 を 受け 
て 膨潤 し , 之 が た め に 湖 透 性 を 失 つ た る も 


の で は な いか と 想像 され た の で SLE 
於 いて コー ア に 就 い て 各種 の 試験 を 行 な 
つて みた が , その 結果 予想 に 反し て モン 
モリ ロナ イト は 殆 で 存在 せ ず , 474 1 
SA びび V2 ロジ 人 の 
HOT, 膨潤 性 は 小さ く , 容 気 湖 透 率 の 
低下 も 大 きく な ら な か つた 。 無 出 油 の 原 
油 と し て 考え られ る こと は , MBP 
か い 泥 水 が 油層 内 の 水 を と か し , Ma 
TRAE BAVC BE Lto そし て 泥水 循 
環 が 終っ つて 出 油 試験 を 始め る 迄 の 間 に , 
一 度 と けた 油 層 水 が 再び 氷結 し て 油 の 排 
紅 を 止め だ で みあ 2 うと で うた と で ある 6 
高 本 報告 に は 粘土 鉱物 の 分 析 法 を は じ 
め , 26°( 水 点 下 ), 70°, 75° F の 各 温 度 
(BU SBE, 並び に 油 の 回 収 率 実験 
並び に 26°F に お ける 50, 100, 150 psig 
の 圧力 下 で の 落 解 ガス の 膨 肛 に よ ょ る HA 
実験 に 就 い て その 方 法 と 結果 と を 詳細 に 
述べ て あり , コー ア に よる 油層 価値 判断 
の 好例 を 示し て くれ て いる 。(RI bureau 
of mines 5642, 1960) (48) 


8400, 288! (#85) bY OF 
Landes; DR SAmoruso; {= a; 
Charlesworth, L. J., Heany, F., Les- 
perance, P. J. 

ZINE AYE EDs 6 DHOOM E LC 著名 
で ある カン サス 州 の Kraft Prusa, Hall 
-Gurney, Beaver, Bloomer 等 ) ヴェ 
NE DOD La Paz. Mara, ZA 
= ア の Playa Del Rey, El Segundo, 
Santa Maria, Edison, Wilmington 
等 及び モロ ッ コ の 油 田 を あげ て これ 
ら の 基盤 岩 の 高まり に 於 ける 如 隙 , 多く 
は 変成 岩 乃 至 火 成 岩 か ら な る それ ら に 由 
来 す る 油 が 既に 億 バレ ル る も 産出 し て いる 
事実 に た ん が みて , これ ら の 地域 で な お 
25 の 油田 が この 種 の 集 油 を 期待 し 得る 

こと , ARO ELV AS ある な し に 
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MOS, E72 HS (構造 的 高まり ) WO 
産油 地域 で あつ て る も , Biciiika FCO 
RETINAL L, ERCORMEE 
で 降 さ れ た 油井 で も BCKARORICO 
いて は 7 フラ クチ アリ ング の 実施 を 放 薬 
すべ きき で な いこ な を 述べ な 筆者 等 は 

これ ら の 探査 方 針 に 役立つ も の と し て ;, 

特に Flown, 1956 (Texas, S.E. New 
Mexico), Totten, 1956 (Texas & 
Oklahoma Panhandles), Ireland, 
1955 (N.E, Oklahoma), Farquhar, 
1957 (Kansas), Petsch, 1953 (S. 
Dakota), Schoellhamer, 1951 (Los 
Angels basin), 等 の 資料 を あげ て いる 。 
(Bull. Am. Assoc. Petrol. Geol. 44, 
1682~1691, 1960) [加藤 ] 


8401, 堆積 引 に 於 ける 粒子 密度 の 分 布 
Baas Becking, L.G.M. 
堆積 物 の 研究 は , これ まで 構成 粒子 の 
形 , 大 きき さ , BMREDAILOW CK 
Dn, 密度 分 布 の 研究 は 殆 ん ど 行 な われ 
て いな い 。 ARES, 淡水 沖積 堆積 物 , 
海 成 堆 積 物 , 海陸 中 間 成 堆 積 物 等 の 約 
100 ヶ の 試料 を 選び , BERS SLC 
特別 の 化学 人 的 変化 の 起 る よう な 一 切 の 操 
作 を 避け , 100 ミク ロン 以下 の fraction 
に つい て 各種 の 重 液 を 用 い , 0.88 か ら 
3.36 まで の 連続 比重 液 を 用 意 し , ガラ ス 
チュ ー ブ で , 1 時 間 以 内 に 深 降 し た 量 を 
Sy BE, ORR Lo ご く 小 数 の も の の 
み が 3.4 よ り 大 きい か , 或いは 1.4 以下 
の 比重 を 示し た 。 97 の 試料 の 各 比 重 別 
の 重量 頻度 全体 か ら 得 られ る composite 
curve は 正規 分 布 に , 石炭 及び 石灰 岩 を 
除く と 一 層 正 規 分 布 に 近づく 。 各 試料 毎 
の 分 布 型 は , normal, bimodal, skewed 
(A@RUE), leptocutic 或いは brady- 


curtic の 6 型 で , 多量 の 有機 物 を 含む も 
の は , bimodal 分 布 を 示し , その 平均 
比重 も 他 と 異な る 。 ま た bimoda lcurve 
は 通常 若い 泥 質 堆積 物 か ら 得 られ , や ・ ゝ 
古い も の は skew curve DRA < aS 
に つれ leptocurtic 分布 に な る 。 1 まな だ 
densitogram が 酸化 ・ 居 元 電位 に , 大 
SX REANS CEWERT AST, SC 
の 種 の 一 層 の 研究 が 望ま れる 。 (Jour. 
Sed. Pet., 29, 47~55, 1959) (HA) 
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8402, Loft トー TiO,, Fe,Os, Cr,O, 
固 深 体 の X mee Murthy, M. K., 
Hummel, F. A. 


化学 試薬 Al,O3 或いは Al (OH), t 


SiO。 を 当量 に 混合 し , 1700°C, 4~8hr 
加熱 し 純 灯 の ムラ イト (3Al。0。・2SiO。) 
を 作る 。 この ムラ イト の 格子 便数 は ay 
=7.560A, bo。=7.688, co=2.884 CH 
Bo ORIAT PRE WREL, On 
(beets TiO, Fe,O;, Cr,O0, 
々 混合 , 成型 し 1000°, 1200°, 1400°, 
1600°, 1700°C に 加熱 し , 生成 物 を X 
線 で し ら べ た 。 固 深 体 が 形成 され る と ム 
ライ ト の 格子 恒 数 及び 格子 容 は , Ti, Fe, 
Cr の 増加 に つれ て 増大 し , 夫々 の 増加 
曲線 と , X 線 に よる 相 判 定か ら 次 の 結果 
を 得 た 。 即 も , 固溶体 を 生ずる 最低 の 温 
度 は FegO。 に 対し て 12002) iersOs 
TiO, で は 1400°C 最大 量 は TiO, で 
1600° 2~4 TiO, 9%, Fe,O; で 1300° 
で 10~12 Fe,0,%, CrgO。 で 1600° 
G, 8~11 Cr,0,% GHA. (Jour. 
Am. Cer. Soc., 43, 267~273, 1960) 

[長谷 川 


会 異 納入 の 件 本 年 度 会 費 500 円 を 未納 の 方 は 本 会 (MAMA 8825 番 ) MBAHMD 
下さ い 。 AMACBKBREMS EL まし た が , 特に 多額 に 沿 納 され て いる 方 は , 至急 お 
納め 下さ ら な いと , 会 誌 の 発行 が 停止 され ます の で 御 注 意 下さ い 。 


投稿 規定 投稿 者 は 次 の 点 に 注意 し て 下さ い 。 
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